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「ガン子ってさ、絶対『香か蓮れん』って柄じゃないよね」

　中学二年生の秋。教室を移動する最中、クラスの女子に陰口を叩かれた。そのあと、一緒にいた別の女子が「だよねー」とワントーン高い声を出していたことを、今も時折思い出しては傷ついている。

　彼女たちは『岩いわ井い』という苗字をもじって、私のことを嘲るように『ガン子』と呼んでいた。三年間クラス替えのない学校だったので、卒業までずっと。

　昔から引っ込み思案で気が弱い私は、目立たなくて地味。クラスのヒエラルキーのいちばん下に属していただけでなく、コミュニケーション能力も極めて低かったから、友達らしい友達もいなくて逆に浮いてしまっていた。そのせいで、誰かを攻撃せずにはいられないタイプの同級生には、格好のサンドバッグとなっていたのだ。

　まあ確かに、『ガン子』と呼びたくなるような冴えない特徴が揃っていたのかもしれない。黒髪を後ろで無造作に束ねつつ、オンザ眉毛でパツンと切りそろえられた前髪。レンズの厚い眼鏡をかけたうえ、他人と話すことに対する緊張から、不愛想な表情になっていることが多かったと思う。そしていざ話しかけられると、言葉に詰まったり、無言になったり。返事ができても、面白くないおうむ返しや、ユーモアに乏しく真面目すぎる内容になってしまう。

　中肉中背なのに、やたらと主張が強い胸元も揶揄の対象だった。そのせいでだらしなく見えないようにと、クラスのほとんどの女子が膝上のスカート丈を、私は規定をきっちり守り、膝下で履いていた。でも今思えば、それもよくなかったのだろう。

　あの年頃の女子は異質なものを排除したがるきらいがある。ご多分に漏れず、私は彼女たちから排除された。呼び方の問題だけでなく、普段からそう実感する出来事は多々あった。

　となりの席の子から机を離されたり。授業で発言せざるを得ないときに、声の小ささを馬鹿にするような笑いが起きたり。遠足や修学旅行などのグループ決めの際、私と組むのをいやがられたり。いざ組んでも私なんていないみたいに扱われたり。

　極めつけは、卒業式後の、学校非公式のクラス旅行に、私だけ誘われなかったこと。私の母が、近所のスーパーでたまたまクラスメートの母に出くわしたとき、そのことを聞かされたらしい。深刻そうに「どうして行かなかったの？」と訊ねる母に、私は「面倒だったから」とうそをついた。本当は、そんなイベントが催されることさえも知らなかったくせに。

　私は間違いなくいじめられていた。証拠はいくらでも挙げられるのに、認めると学校に行けなくなりそうで、気付かないふりをしていた。早く高校生になりたいと思って、進学先もクラスメートがひとりも行かなそうな、通学に一時間以上かかる私立の女子高にした。中学の知り合いがいない場所なら、新たなスタートを切れる気がして。

　とはいえ環境のせいだけにするつもりはない。原因は、私にもあると自覚していたし、現に高校、短大と進んでも状況は大きくは改善しなかったから。

　学び舎という大きなコミュニティに属しながら痛感したことがある。

　それは、世の中はちっとも平等じゃない、ということ。主役の座につける人はあらかじめ決まっている。人生とはみんなそれぞれの物語の主人公、だなんて耳障りのいい言葉に騙されてはいけない。

　いや、すべての人に人生という物語が存在する、という点では正しい。けれど、無数にある物語のなかでスポットライトが当たるのは──他の人が羨むような物語のヒーローやヒロインに選ばれるのは、ほんのひと握りの人たち。

　たとえば女性の場合、童話の世界のプリンセスのごとく見た目が美しくて、外見だけでなく内面もキラキラしている人たちだけ。その他大勢は、物語の脇役として盛り上げ役に徹しなければならない。

　それならまだいいほうで、私のように存在すら受け入れてもらえない場合、せいぜい物語の邪魔をしないように、草葉の陰で指を咥えて見ていることしかできない。

　手を伸ばせばすぐの距離で繰り広げられているストーリーに、参加することさえ許されないというのは、あまりに厳しく、寂しい現実だ。社交性のない自分を恨んだ。

　同性の友達さえまともに作れない私だけど、気の置けない親友や、素敵な彼氏がほしいと思うことはある。ただ、それらを手に入れられるのは、物語の登場人物になれる気質のある人だけだという諦めも感じ始めていた。

　かつて少しだけ、そういう甘酸っぱい感情を味わったことを思い出した。暗闇のなかを歩いていたようなあの中学時代。私にひとときの安らぎを与えてくれた男の子。彼とはきっと、二度と会うことはないけれど、いかにも物語の主役にふさわしい彼と過ごした日々が、唯一他人とのつながりを感じられた時間であることに間違いないだろう。

　早いもので、社会人になって五年。親友や彼氏がほしいという願いは叶う兆しがない。というか、物語の登場人物たちから離れ、物陰でひっそり生きている自分に興味を抱く稀有な人が現れるわけがない。そう自覚すると、なおさらひとりでいることに徹するようになった。

　私は、自らひとりでいることを選んでいる。私が憧れるヒロインやヒーローのみなさんに選ばれなかったからじゃない──と思うことで、今日も心の平穏を保っているのだ。





　◆◇◆






「ねぇ～、今日は駅のそばのイタリアンにしようよ～。あたし、パスタの気分なんだけど」

　十二時を過ぎたオフィス。各々ランチに出ていくなか、前のデスクに座る尾お畑ばた先輩が、軽く伸びをしつつ、となりの席の坂ばん東どう先輩に問いかける。

「私は軽めにお蕎麦とかがいいなー。昨日ちょっと飲み過ぎて、食欲なくて」

　坂東先輩はノートＰＣから顔を上げると、軽く胃を押さえながら言った。

「──美み華かちゃんは？」

　そんな彼女が今度はうしろを振り返って問う。相手はもちろん私ではなく、私のとなりのデスクの美華ちゃん、もとい──品しな川がわ美華さん。

　品川さんは伝票チェックをしていた手を止め、にっこりと感じのいい笑みを浮かべた。

「私も軽めだとうれしいです。最近ちょっと太っちゃったので、ランチで調整しようかと」

　同期入社の彼女は、わかりやすくヒロイン的な特徴を兼ね備えた女性だ。艶のある黒髪のボブと透けるように白い肌、やや赤みの効いたリップを塗った唇は、白雪姫を連想させる。謙虚でいて明るく、愛らしい雰囲気は先輩社員からの受けもよく、このふたりには特にかわいがられている。

「全然太ってないじゃん！　美華ちゃん、もともと細いし」

「いえそんなことないですー。結構ついてるんですよ」

　尾畑先輩の台詞通り、品川さんは全体的にほっそりとしたスレンダー体型。庇護欲を掻き立てる外見によく似合う、愛されファッションの代表格と呼べるフェミニンなＡラインのワンピースを着た彼女は、ウエストくびれの辺りを摘まむような仕草をしながら首を横に振った。

「……というか、尾畑先輩と坂東先輩こそ、外食のランチが続いても全然体型に響かないのが羨ましいです。私、すぐ身体に出るので見習わないと」

「えー本当？」

「ちょっと、おだてても何も出ないよ、美華ちゃん」

　品川さんの言葉に謙遜しつつ、両先輩がたはまんざらでもなさそうだった。

　尾畑先輩も坂東先輩も、流行を追った髪形やメイクとファッションに身を包んでいて、体型維持にも気を使っているらしいのは、なんとなく推測できる。けれど、三人のなかでいちばん痩せて引き締まった身体をしているのは品川さんだろう。誰が見比べても迷わず同じ感想を抱くに違いない。

　品川さんは普段から先輩を立てるのがとても上手い。はたから見ていると、やりすぎなのではと思える言動も、彼女が言うといやらしく聞こえないのが見事だ。この圧倒的コミュニケーション能力は私にはないものだから、常に憧れているし、心から尊敬する。

「スタイルがいいと言えば、香蓮ちゃんもだよね」

　心のなかで品川さんに称賛の拍手を送っていると。不意に彼女がこちらを向いて言った。

「私、胸が小さいから羨ましいって思うよ。デコルテ見せる服とかカッコよく着れるし、そういうの男性受けいいしね」

「…………」

　まさか私に話を振られるとは思っていなかったから、完全に油断していた。おどろきと焦りですぐには反応ことができず、彼女を見つめ返すしかできない。

「──あ、ごめんね、いやだった？　こういう話されるの」

　たっぷり五秒は待ってくれた、と思う。それでもリアクションがないため、品川さんが申し訳なさそうに眉を下げた。

　他人よりも大きいであろう胸について言及され、気分を害しているわけじゃない。その場にそぐわない言葉を出してしまいそうな自分が怖くて、信用できなくて。頭のなかで返事の内容を精査していただけなのだ。

　私の容姿は、昔ほど周囲から浮いていないと信じている。いじめの標的にされた経験から、清潔感と親和性は保つように努力しているつもりだけれど、トレンドを意識した三人に比べると圧倒的に地味だ。さすがに厚底の眼鏡は卒業してコンタクトに変えたものの、肩までの黒髪と、あまり凹凸のない顔立ちに施されたノーメイクに近いナチュラルメイクは野暮ったく見えるかもしれない。ファッションも、流行りものを着るというよりはベーシックなデザインの黒やグレー、ネイビーなどをローテーションしているだけだ。

　そんな私を褒めてくれた、ということに、おどろいたのもある。

「美華ちゃん。もう行こ。蕎麦屋だよね」

　痺れを切らしたらしい尾畑先輩が、自身の財布を手に取って席を立った。

「あの駅までの間の十字路のとこでしょ。そこでいい？」

　すると、それにつられるみたいにして坂東先輩も小ぶりのバッグを腕にかける。これは、彼女がランチのとき、財布を持ち運ぶために使っているものだ。

「はい、もちろん」

　先輩たちに促されて、品川さんが頷く。そして、彼女もデスクの脇に置いていた肩かけのトートバッグから、財布を取り出しながら立ち上がる。

「──それじゃ、香蓮ちゃん。私たち出るね」

「は……はい」

　さすがに頷くくらいの返事は考え込まずともできる。品川さんを挟むみたいに先輩二人が寄り添い、エレベーターホールへと向かって歩いていく。

「美華ちゃんえらいね。ちゃんと岩井さんに話振ってあげて」

「うちらも最初は頑張ったけど、途中でギブアップだったわ。話しかけてもリアクションないし、あっても薄いし。ノリ合わないなって。根気あるよね～」

　多分、私には聞こえていないと思っているのだろう。先輩たちは歩きながら今しがたのできごとに触れ、品川さんを労っている。

　おっしゃる通り、先輩たちも最初のころは品川さんに対してと同様に、フレンドリーに話しかけてくれた。けれど、私の反応が悪いことで、その回数はどんどん減っていった。今は仕事に関することでなければゼロに等しい。

「いえ、でもあの……私の同期って香蓮ちゃんだけなので、できれば仲良くしたくて」

　当の本人は恐縮している。小さく首を横に振って、声を潜めて。

「優しいね～。いい子すぎ！」

「そんなんじゃないですけど──」

　尾畑先輩が感嘆したのを、控えめに否定する。その刹那、品川さんが一瞬だけこちらに視線をくれた。目を細め、軽く噴き出すみたいにして笑う。

　──あ、まただ。私はその表情を、学生時代に何度も目にしたことがある。

　ちょっと意地悪で、馬鹿にしたような笑い。嘲笑。彼女がこういう表情を見せるのは、実は結構よくある。私以外の誰に対してもしないのに。

　品川さんは、私を気にかけてくれるふりをして、実はうまく立ち回れない私の姿を楽しんでいるんじゃないだろうか。……なんて思うのは、ひねくれすぎだろうか。

　仮にも私に気を配ってくれる貴重な同期を疑うのはよくない。学生時代にいやな思いをしすぎたせいで、心が歪んでしまったのだろうかと悲しくなる。

　──さて、私もそろそろお昼にしようか。

　ランチタイムの波に攫われて、ほとんど人のいなくなったオフィスのフロアを出る。そのとなりの給湯室に置いてある冷蔵庫から、近所のコンビニで購入したお弁当を取り出した。冷蔵庫の上に備え付けられているレンジに入れ、温める。

　『鶏そぼろと高菜のミニ弁当』。三二八円。

　このミニ弁当のシリーズは、名前の通りお腹いっぱいになりすぎないのがちょうどいい。似たようなものが数種類、常に売り場に並べられているので、仕事のある日は、いつもそのうちのどれかを選ぶようにしている。

　レンジのなかでくるくる回るお弁当を眺めながら、お蕎麦屋さんに行った彼女たちのことを思った。

　この辺りのランチ単価は一〇〇〇円弱。都内では安価なほうとはいえ、これを毎日となると、それなりに出費がかさむ。私も入社当時、三人に連れられてあのお蕎麦屋さんに行ったことがあるけれど、会計は一一〇〇円だった。

　先輩ふたりが気に入っているというおしゃれなカフェは、サラダボウルだけで一五〇〇円くらいする。トレンドと美容に気を遣う彼女たちには、必要経費なのかもしれない。

　レンジの回転が止まり、電子音が聞こえた。私は扉を開け、程よく温まったお弁当を取り出し、自分の席に戻る。

　──三二八円。ヒロインでもなければ、その取り巻きにもなれない私にとって、身分相応のランチだと思っている。これに、持参した麦茶がつけば申し分ない。

　人並みに貯金は大切だと思っているけれど、決して貯蓄に執着しているわけではない。

　身分相応。それにつきる。品川さんたちが毎日食べているような煌びやかなランチは畏れ多い。

　私はこれでいい。たとえ周りに溶け込めなくても。同僚からこっそり馬鹿にされていても。今の状況を変えようという気持ちは少しもなかった。

　この株式会社ニューフロンティア・アシストは、カタログギフトの制作や販売をしている。私が所属する発送センターという部署は、お客様が選んだ商品の手配をする部署。基本的な業務はデータ入力と、メールによる問い合わせ対応だ。事務の仕事は、自分に与えられた仕事をこなせばそれで完結することが多いので、性に合っている。だから周囲から浮いていても、今のところは業務にほぼ支障はないし、なおさらこのままでいいと思うのかもしれない。

　話し相手がいなくても、暇をつぶす方法はいくらでもある。私の場合は──たとえば、読書。

　本はいい。いつでも好きなときに私の知らない世界を教えてくれるし、中断できる。自分のペースを大切にできるから、誰かと話すときみたいに焦らなくていいし、気も使わない。

　お昼休みは、食事のあとはもっぱら読書を楽しむことにしている。昔から変わらずお気に入りなのは推理小説で、年齢や性別がさまざまな登場人物が、物語のなかで起きた事件についてあれこれ議論を交わしていると、私もその騒がしい空間にいるみたいに錯覚できる。

　正社員として働かせてもらえて、それなりのお給料がもらえて。楽しめる趣味もある。けれど──私はこんな風に会社の片隅で、脇役にすらなれないままずっとひとりで生きていくのだろうか？

　寂しい？　つらい？

　……わからない。そう思えるのは、一度でも物語の登場人物としてカウントされたことがある人だけなのだと思う。

　いつの間にか、フロアには私の他には誰もいなくなっていた。周囲は水を打ったように静かだ。

　品川さんたちは、おしゃべりをしながら楽しくランチをしているのだろう。

　本当は、ちょっとだけ時間を巻き戻したいと思っている。先輩がたが私に一生懸命話題を振ってくれた時期、勢いに圧倒されてまともに返事をすることすらできなかった。

　あのときちゃんと応対できていれば、ここまで孤独ではなかったのかもしれないな、なんて。

　──お弁当を食べたら、小説のなかに戻ろう。今読みかけのお話のなかでは、人里離れた洋館の屋根裏部屋から、正体不明の死体が出てきたところだった。私の頭のなかは、じきに登場人物たちの賑やかな声でいっぱいになる。

　私は椅子に座ると、さっそくお弁当箱のふたを開けたのだった。





　◆◇◆






「ねえ、今すっごいイケメンが来てるよ！」

　私の慎ましすぎる生活に波風が立ったのは、夏が終わり、人々が薄手のジャケットを羽織り始める時期だった。お手洗いから戻ってきた尾畑先輩が、片手に花柄のハンドタオルを握りしめながら小さく叫んだ。

「えっ、そうなの？」

　自身のデスクの前に立つ尾畑先輩を見上げながら、坂東先輩が訊ねる。

「応接室に入っていったけど、あの人、ハーフ……なのかなぁ？　芸能人みたいなオーラで、ガン見しちゃった」

　先輩たちは、普段からよく好きな芸能人の話で盛り上がっている。だからそれらしい人を見かけると興味津々なのだろう。尾畑先輩は首を捻りつつ、嬉々として坂東先輩に報告している。

「へぇー！　そんな人がうちの会社になにしに来たんだろうね」

「さぁ……でも、人生で一度でいいから、ああいう人とお近づきになれたらな～」

　椅子に座りながら、腕組みをした尾畑先輩がため息とともにそうもらした。するとすかさず坂東先輩が声を立てて笑う。

「里り菜ながモデルとか女優さんだったらあり得たかもしれないけどね～。私たちみたいな一般人が釣り合うような人じゃないんでしょ、きっと」

「厳しいー！　わかってはいるんだけど、夢くらいは見させてよ～」

　里菜と呼ばれた尾畑先輩は口をとがらせつつ、ふと後ろを──品川さんと私のいるデスクを振り返って言った。

「美華ちゃんなら可能性あるんじゃない？」

「えっ、私ですか？　ないです、ないです」

　思いがけず会話を振られた品川さんが両手を振る。

「うん美華ちゃんならあり得る！　ね、試しに応接室の周りうろうろしてきてみてよ。案外、目に留まって、『君みたいな人をずっと探してたんだ！』なんてことになるかもしれないじゃない」

「ありませんって～」

　言いながら、坂東先輩と品川さんがおかしそうに笑い合っている。

　確かに品川さんみたいにキラキラしている女性ならば、出会い頭にこういうロマンチックな言葉をかけられることもあるのかもしれない。そう思わせてしまうのは、さすがヒロイン格の女性だ。

　ギフトの送付先の住所をひたすら打ち込みながら、そんなやり取りを横目で見ていると──

「こちらが商品部と管理センターのフロアになります」

　いつも横柄な営業部長が、いやに丁寧な言葉遣いをしながら、廊下側からフロアの扉を開けた。まるでＶＩＰを案内しているみたいな口ぶりだ。

「すみません、お邪魔いたします」

　すると──営業部長のとなりから、頭一つ高い人影がこちらを覗いた。ミドルトーンの、耳馴染みのいい優しい声、

「ねえねえ、あの人っ。私が言ってたイケメン！」

　扉のほうに聞こえないように、尾畑先輩が声を潜めながらも叫んだ。

　彼女が騒ぎたくなるのもわかる。営業部長と並んでこちらを覗いたのは、規格外のイケメン。

　一八〇センチくらいはあるだろう長身に、手足の長いスラリとした体躯はスーツがよく映える。顔の造形は西洋人のように凹凸があり、やや濃いめの眉と、くっきりとした二重、高い鼻が際立って見える。

　髪色は茶色。眉毛や生え際の辺りも同じ色味だから、やはりハーフなのかもしれない。前髪の長いセンターパートのショートヘアが似合うのは、本当に顔が整っている証拠だ。

　着ている黒いスーツも、少し先のとがった革靴も、左腕に光る腕時計も……どれも高価そうで、洗練された雰囲気がある。

「ヤバいくらいカッコいいじゃん。見てよ、周りもみんな釘付け」

「だよね……」

　フロアの女性社員は、魂でも抜かれたみたいに彼のほうを見て、ぽかんと口を開けている。当たり前だろう。社内でここまできれいな顔をしている男性はいないのだから。

「……なんか、こっち見てない？」

　訊ねたのは坂東先輩だ。彼の視線は、先輩ふたりの間をすり抜け、こちらに向けられていた。私と、品川さんのいるデスク。

　……？　なに？

「──ずっと探してた」

　イケメンがつぶやく。まるでさっきの坂東先輩の台詞をなぞっているみたいに。

　……もしかして、これは。品川さんを見つめている……？

　思うが早いか、彼は堪らないという風に扉を越え、こちらへやってくる。

「ずっと探してたよ。会いたかった」

　その台詞を聞いて、ただの妄想が現実になったのだと確信した。彼は品川さんに一目ぼれしたのだ。

　品川さんてばすごい。このイケメンをも虜にしてしまうなんて──とひそかに感動していた。そのとき。

「──香蓮」

　彼の薄く形のいい唇が呼んだのは……私の名前？

　……えっ？

「会いたかったよ、香蓮」

　満面の笑みでもう一度彼が私を呼んだ直後──身体を屈め、椅子に座ったままの私を抱きしめた。

　……えっ??

　イケメンの体温を感じながら、頭のなかでなにかが弾けた。

　えええ────!?

「ちょっ──えっ!?」

「どういうことっ!?」

　おどろきすぎて声が出ない私の代わりに、前の席の先輩ふたりがそう叫んでくれる。

　これは一体……なにが起きてるの……？

「っ……は、なして、くださいっ……！」

　異性にハグされるどころか、会話すらまともにする機会がない私にとっては由々しき事態だ。混乱しつつ、渾身の勇気を振り絞って言いながら、彼の胸を押した。けれど腕に全然力が入らなくて、びくともしない。

「もしかして、僕のこと……忘れちゃったの？」

　私の精一杯の拒絶が伝わったらしい。イケメンは少し身体を離してくれたけれど、ちょっと傷ついた顔をしている。アンバーのような茶色い瞳が寂しげに揺れた。

　その瞳をいつか見たことがあるような気がして、私はものすごい勢いで記憶をさかのぼった。

　私を見つめる、優しい茶色の眼差し。その目はもっと幼くて、無邪気で。

　──あれ……この人は、もしかして……！

「や、やまのべ、くん……？」

「思い出してくれたんだ。うれしいよ！」

　導き出された答えは正しかったらしい。彼は言葉通りうれしそうにもう一度私の身体を抱きしめる。

「っ、ちょ──待っ……！」

　そうだ。私は彼を知っている。

　山やま野の辺べ琉る偉いくん。中学三年の秋まで同じクラスだった。お父さんの仕事の都合で引っ越してしまったけれど、友達がおらず周囲からも空気として扱われていた私を、唯一クラスメートとして扱ってくれた菩薩のような人。

　イケメンなうえ、生徒会に入っていたし、文武両道。さらには、帰国子女という付加要素もある。中学入学直前までアメリカで過ごしていたという彼は、クラス全員のことを名前で、しかも呼び捨てで呼んでいた。強引過ぎず、自然な感じだったので、特にいやだとは感じなかった。多分、他の子もそうだったに違いない。

　そんなこともあって、学校中の女子から好意を寄せられているのでは、と思うようなモテっぷりだった。当時のイケメンっぷりに、さらに磨きがかかっている。

　山野辺くんは「ずっと探していた」と言った。……ということは、山野辺くんが探してたっていうのは……まさか、私？

「……あ、あの……」

「ああ、ごめん。うれしすぎて、つい」

　身体を離してほしくてもう一度胸を押すと、山野辺くんは照れたように笑いながら、背中に回した手を解いた。

　けれど彼はすぐに表情を引き締め、アンバーの瞳で私の目を真剣に見つめる。

「──当時同じクラスだったみんなと連絡を取っては訊きまわって、君がここにいるって情報を得ることができたんだ。……でもまさか本当に会えるなんて、これほどうれしいことはないよ。今日ここに来たのは、君に会うためだったからね」

「まさか。そんな冗談……」

　私は今にもかき消えそうな声で言った。

　山野辺くんが今、どんな仕事をしているかなんて知らないけれど──応接室で営業部長にもてなされていたのは、多分、そういう関係の話をしにきたからだろう。でなければ、忙しい部長が貴重な時間を使って客人の相手をすることなんてないのだから。

　ところが、私の声を拾った山野辺くんは、ちょっとオーバーなくらいに首を横に振った。

「冗談じゃないよ。ここと契約するって決めたのは、香蓮、君が働いてるからだよ」

　そこまで言うと、彼はやっと気が付いたみたいに周囲を見回した。その場にいる全員が、私たちに注目している。

「──あぁ、今は仕事中だよね。邪魔してごめんね」

　それが自身の所作のせいであると気付いた山野辺くんは、私のデスクの上のペン立てからボールペンと、真四角の付箋を一枚取り上げた。

「ちょっとこれ、借りるね」

　そしてデスクのわずかなスペースでなにかを記すと、爽やかな笑みとともに私に差し出した。恐る恐る手を伸ばし、それを受け取る。

「これ、僕の携帯だから、必ず連絡して？　……昔話もしたいしね」

　薄い黄色の付箋には、ハイフンで区切られた携帯番号と思しき数字が書かれている。

「それじゃ、今日はこれで失礼します。お邪魔しました」

　方々に挨拶を済ませ。最後に私の肩をぽんと優しく叩いた山野辺くんは、扉の外から硬直したままこちらを覗いている営業部長のもとへ帰っていった。ほどなくして、扉が閉まる。

　──え、え、えええ？　どういうこと？

　心臓がドキドキして身体が沸騰しそう。こんな感覚は生まれて初めてだった。自然と呼吸が浅く、リズムが速くなる。

　私は手のひらのなかに視線を落とした。そこには確かに、十一桁の番号が並んでいる。

　なにが起きたのかわからないまま、私は少しの間その付箋を握りしめていたのだった。





　◆◇◆






「ただいま」

　玄関の扉を開け、ワンルームの自分の城へと帰還した私は、その扉を閉めながら微かにつぶやく。

　挨拶をしたところで、誰が返事をするわけでもないのだけれど、たまには声を出しておかないと、ひと言もしゃべる機会がなかった、なんて日ができてしまうかもしれない。特に、休日とか。……だから、少しでも発声のきっかけにしようということだ。

　洗面所で手洗いを済ませ、部屋に戻ってくる。七畳一間の中心にあるローテーブルに座って、通勤用バッグのなかからクリアファイルに張り付けた黄色い付箋を取り出した。ちょっとくしゃくしゃしているけれど、粘着力はあまり落ちていなかったようだ。そのファイルをローテーブルの上に置く。

「…………」

　『必ず連絡して』と。山野辺くんはそう言っていた。

　──連絡してどうするの？　私と山野辺くんが仲良く近況報告をし合うイメージがまったく湧かない。

　彼と話をしたいか否かで言えば、正直、したい。

　中学三年の秋まで、私の心にひとときの安らぎを与えてくれたのは、山野辺くんその人だった。一年のころはあまり交流がなかったけれど、二年の委員決めのときに一緒に図書委員になったことで話す機会が少しずつ増えて、クラスの男子から悪し様に言われたときは庇ってくれたり、グループ決めのときには同じ班に誘導してくれりした。

　それだけではなく、たまにお昼休みに図書室で顔を合わせたときは好きな本を勧め合い、試験勉強を一緒にする間柄にまでなれた。中学三年間を通して、いちばん話をした人であるのは間違いない。

　このまま卒業まで一緒に過ごせると思ったのに、引っ越すと聞いたときはかなりショックだった。友達でもないのにショックを受けるなんて、自分でも図々しいと思った。だから引っ越した後も連絡を取りたいなんて言い出せるはずもない。

　当然山野辺くんのほうからもなにか言われることはなく、私がひそかに楽しみにしていた時間はあっけなく終わってしまった。あのときの喪失感は、なかなか大きかった。

　なぜなら、山野辺くんとの会話は心地よかったから。他のクラスメートと違って、返事を急かされることもなければ、反応が冷ややかであることもない。無視もされないどころか、ときには冗談を言って笑わせてくれたり、わからない課題を教えてくれたり──そういう、普通の人ならばありふれた日常の瞬間がなによりもうれしくて、楽しみだった。

　もう一度彼と話すことができたら、またあのころの楽しかった気持ちを思い出すことができるのかもしれないけれど、私たちはもう二十五歳。十年以上も経過している。

　今の山野辺くんはあのころにも増してキラキラしている。素敵な容姿ももちろんだけど、「契約をしに来た」という口ぶりから、お仕事でもある程度上のポジションであると推測できる。いわば、主役のなかの主役のような存在だ。

　そんな彼に、私みたいな女が接点を持つというのは、迷惑にならないだろうか……？

　私はクリアファイルに貼り付けてあった付箋を剥がした。そして、ゴミ箱に入れてしまうつもりで、四つ折りにする。

　──私も彼も大人になったから、今さら話をしても、当時のように楽しいと思ってもらえないかもしれない。彼と私では取り巻く世界が違っているだろうし……会話にならないとがっかりされる場合もあり得る。

　会いたい気持ちをぐっと堪えて自戒する。がっかりされるくらいなら、連絡を取らないほうがいいのかもしれない。当時の思い出はきれいなまま残しておきたいのだ。あの時間は、私にとって宝物だから……大切に、胸のなかにしまっておきたい。

　ローテーブルの向こう側にあるごみ箱に、折った付箋を投げ入れようとした瞬間──山野辺くんの真剣な目を思い出した。

『──当時同じクラスだったみんなと連絡を取っては訊きまわって、君がここにいるって情報を得ることができたんだ』

　彼がそこまでして私を探していたのはなぜなんだろう？

　昔の同級生に訊きまわるというのは、電話やメールだとしてもなかなか骨が折れる作業だ。ましてや私の場合は交友網なんてゼロで、私の母親経由で、仲のいい同級生のお母さんから情報を得るくらいしか方法がないはずだ。そんな大変な思いをしてまで、私に会って言いたいことでもあったんだろうか……？

　私は付箋を開いて、ローテーブルの上に広げた。そして、通勤用のバッグのポケットに入れていたスマホを取り出して、付箋に書かれた番号を打ち込んでいく。

　そんな大変な思いをしてまで伝えたいことがあるのなら、聞いてみたい。それに彼のほうから『必ず連絡がほしい』と言っていたんだから、いちどくらいは連絡しなければ失礼か。

　──なにより。理屈は抜きにして、また山野辺くんと話したい。

　あのころみたいに、気兼ねなくおしゃべりがしたい。もちろん、彼が許してくれるのなら、だけれど。

　かたかたと震える手で、私は通話ボタンを押した。

　なにか特別なことなんて起こるはずがないと思っていた私の物語が、この瞬間──ようやく動き始めたのだった。
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「おいしい？」

「は……はい」

　週末の土曜日。夕方から夜へと切り替わる時間帯。前菜の、合鴨のパストラミとやらを咀嚼して飲み込んだあと、目の前に座る山野辺くんが美しいアンバーの瞳でこちらを覗き込み、首を傾げて訊ねてくる。恐縮しながら返事をしたら、彼はホッとしたように破顔した。

「よかった。気に入ってもらえて」

「…………」

　彼の眩いばかりの笑顔から視線を逸らして、五種類の前菜ののったプレートに視線を落とした。色とりどりで、どれもおいしそうだ。

　私と山野辺くんがいるのは、都心にある高級イタリアンのお店。そこの個室を借り切って、お店自慢のスペシャルコースをいただいているところだ。

　内装は外国の邸宅のようで、名画の複製画や、ピンクや黄色でまとめたフラワーアレンジメントが美しい。広いお部屋にはテーブルがひとつ。私と山野辺くんが、角を挟んでとなり合わせに座っている。

　ほかのゲストの姿が視界に入らないのは、普段誰かと食事をすることもない私にとってはありがたかった。だって、そのなかには私みたいな女が山野辺くんと一緒にいることを揶揄したり、不快に思う人もいるかもしれないから。

「……あの、ごめんなさい」

　私はフォークとナイフをお皿に置いて、頭を下げた。

「どうして謝るの？」

「だって……こんなに、素敵なお店」

　──私なんかを招待してもらうには不釣り合いで、申し訳ない。

　数日前の夜、山野辺くんに電話をすると、彼は私が想像するよりもずっとよろこんでくれた。そして、

『週末に時間を作ってもらえるなら、食事に招待したい。そこで昔話でもしよう』

　……なんて誘われるがままに、こうして場違いなまでに煌びやかな場所にやってきてしまった、ということだ。

　グレーのブラウスに黒いロングスカート、黒いタイツに黒いバレエシューズ。今日の私の服装だ。これでも、なんとかフォーマルにしようと頑張ったつもりだ。……おしゃれな人から見れば、ブラウスもスカートも野暮ったいデザインに感じるだろうし、色合いも「お通夜？」なんて訊かれかねない格好だけど。

　デート以前に、友達と出かけるなんてイベントすら発生しない人生において、おしゃれ着なんてものは必要がなかった。服も小物も季節感とは無縁で、ひたすら目立たない服をと追及した結果、こういう形に落ち着いたのだ。

　だけど、待ち合わせに現れた彼の姿を一目見て──自分の格好がたまらなく恥ずかしくなってしまった。開口いちばん謝って帰ろうかと思ったくらいだ。その気持ちはお店に案内され、お料理を運んでもらうにつれよりいっそう募っている。

「久しぶりに話をするなら、時間を気にしなくていいところにしようと思って。ここなら、僕たちのペースで食事ができるし」

　個室なら、確かに周囲を気にせず会話や食事を楽しむことができる。山野辺くんは暗くなる私を元気づけるみたいに微笑んだ。

　今日の彼は、ブラウンのスーツに深いグリーンのネクタイ。どちらも、私が買い物のときに通り過ぎる量販店のスーツコーナーに置いてあるものとは比べ物にならない、上質なものであるのは一目瞭然だ。私と同い年なのに、と圧倒される。

「香蓮はゆっくり食べるのが好きでしょ？」

「お……覚えててくれたんですね」

　学生のころから、食べるのが遅かった。給食の時間が終わり、周囲が片付けに入るときにもまだ食べ終わらず──ということも珍しくなかった。彼はそんな私の姿を覚えていてくれたのだろう。

　もう十年以上も昔のことなのに。……うれしい。

「もちろん。香蓮のことは、なんでも覚えてるよ」

　山野辺くんの口から、当たり前のように『香蓮』という音がこぼれると、どきっとしてしまう。帰国子女の彼にとっては深い意味なんてなくて、私が誰かを苗字で呼ぶ感覚と同じ。わかっている。

　だけど、これまでに私のことを名前で、しかも呼び捨てで呼んでくれた人というのは、親族以外では山野辺くんしかいなかったりする。そうなると、彼のことをちょっと特別な人だと勘違いしたくなるわけで──

「──でも、当たり前だけどお酒は一緒に飲んだことがないからなぁ。シャンパンは好き？」

「あっ……普段、飲まないけど、これは……おいしい、と思い、ます」

　余計な思考が繰り広げられそうになったところで、山野辺くんが訊ねた。私は慌ててその思考を打ち消しながら、手元にあるシャンパングラスを引き寄せて、さらにひと口飲む。

　お酒はお正月やお盆に、親戚で集まりがあったときに少し口にする程度だ。しかもビールやサワーばかりだから、こんなおしゃれなお酒を飲むのは初めてだけど──思ったよりも飲みやすくて、おいしいと感じる。

　緊張で喉が渇いていること、手持無沙汰なこともあり、私はグラスの中身を飲み干してしまった。

「そう？　じゃあよかったら、飲み過ぎない程度にいっぱい飲んで」

　すると山野辺くんが、控えていたらしいスタッフを呼んで、私のグラスにシャンパンを注いでもらうようにお願いしてくれる。すると、傍らに置いてあった、銀色のバケツのような容器で冷やされたシャンパンが、再び私のグラスを満たしていく。

「す、すみません」

「ううん、全然」

　もう一杯飲み切ってしまうなんて、ペースが速すぎるだろうか。飲み慣れないお酒だし、酔っぱらわないように気を付けないと。

「それより、本当に久しぶりだね。元気にしてた？」

「…………」

　きっと山野辺くんは、すぐに『うん』と返事が来ると信じて疑わずに、その問いを口にしたのだと思う。でも現実の私は、少し考え込んでしまった。

　元気といえば元気だけれど、彼の思う元気とは違うのかもしれない。

　彼氏も友達も、話し相手すらまともにいない妙齢の女性を、迷わず元気だと断言できる人は少ないのではないか。なんらかの闇を抱えていそう、とか、寂しそう、とか思ってしかるべきだ。

　けれど『元気じゃない』という返事もふさわしくない気がする。いたずらに相手を心配させたりするだけだし、同情してほしいわけでもない。

「……うん」

　ならば厳密に答える必要なんてないだろう。私は迷ったあと、いちどうなずいた。

「そっか。それならなによりだよ」

「その……山野辺くん、は？」

　中学三年の秋、急にアメリカへ引っ越してしまった彼が、その後大事なく元気でいたのかどうかが急に気にかかって訊ねると、山野辺くんはグラスのシャンパンを呷ってから大きくうなずいた。

「僕も元気だったよ。卒業前にあんな形で日本を離れたのは寂しかったけど。……でも、親の転勤は慣れてたしね」

　山野辺くんはアメリカのハイスクールに転入したのち、そのままアメリカの大学に通うことを選択したようだ。そこで知り合った信頼できる仲間と、総合美容サロンを開業。これが当たって、日本にも支社を持つことになったのだそう。なんと彼は、その支社の社長さんだというのだからおどろいた。

　再会したときの状況からして、社会的地位がありそうな雰囲気を感じてはいたけれど……社長さんだったなんて。

　あのときは、うちの会社のカタログに、山野辺くんのサロンの利用券を掲載する打ち合わせのため、来社したらしい。

　株式会社ＳＰ　Ｂｅａｕｔｙ’ｓ　Ｓｅｌｆ──略してＳＰＢＳ直営の美容系サロンは、飛ぶ鳥を落とす勢いだ……と、トイレに立った際、ネットニュースで調べて読んだ。

　申し訳ないけど、そういう女子力を高める場所とは無縁の私はまったく知らなかった。知る人からすれば、彼は今をときめく人なのだろう。

　……すごいな、山野辺くんは。

「僕の話ばっかりしてごめんね。香蓮の話も聞きたいな」

　聞き役だったにもかかわらず、食べるペースが遅いゆえに、前菜を食べ終えるのに時間がかかった。ようやくお皿を下げてもらったところで、バトンが渡ってくる。

「私……」

　現実感のない場所で、現実感のない世界の話を聞いていると、普段にもまして、自分がすごくちっぽけな人間であるように思えてくる。

「……ごめんなさい。私……特に、話すようなことは……なにも……」

　高校、短大と、さしたる事件もドラマもないままに、現在に至る。波風立たない静かすぎる空間を、社会人五年目になった今も漂い続けているのだ。

「今の香蓮のこと、なんでもいいから教えてほしい。あの会社にはいつから？」

「……えっと……短大を卒業してから、ずっと」

「どういう仕事をしているの？」

「事務、で……カタログギフトを送られた人からの、商品の注文の対応とか……入力作業とか。たまに、問い合わせ対応とかも……」

「そうなんだ。じゃあ今度から、うちの会社の利用券の送付手配も香蓮にしてもらえることになるのかな。うれしいな」

　決してテンポのいい会話ではないのだろう。たとえばノリのいい尾畑先輩や坂東先輩がこの場面を見ていたとしたら、すごくイライラされてしまいそうだ。けれど、山野辺くんは楽しそうに笑ってくれている。

　会話をするなら、相手の言葉をきちんと聞き、それを正確に噛み砕いて返事をしたい。常々そう思って行動に移しているゆえに、どうしてもレスポンスが遅くなってしまう。普通の人は、そういう私を嫌厭し、次第に近寄らなくなってくるのだけど──彼だけは、昔から私と話すのをいやがらずに、それどころかこんな風に笑って見せてくれた。

　──あ、山野辺くん……あのころみたいに笑ってる。

　ここは中学校じゃないし、私たちも社会人となったわけだけど、当時のことを思い出して懐かしくなる。

　彼の優しげな微笑みに当時の面影を見ていたところで、次の料理が運ばれてくる。

　お料理の名前は長いし難しいしで全然覚えられないけれど、ラザニア、という言葉は聞き取れた。白いスクエア型の深皿には、お皿に合わせているのか四角くカットされたラザニアの上に、クリームソースとチーズがかかっているようだ。

　すごく食欲をそそる、いい匂いがする。「熱いのでお気をつけてください」と告げたあと、シャンパンをサーブし、スタッフがその場を離れた。

「休みの日はなにしてるの？」

　彼は指先の動きで新しいお皿を勧めてくれながら、私にさらなる問いかけをする。

「……趣味らしい趣味は、ない、です。……あの……してること……本を読むのは、好きだけど」

「変わらないね」

　私のもたもたした返答に、彼がまた優しい笑顔を見せる。

「香蓮は、お昼休みになるとよく図書室にいたよね」

「いろんな本が借りれるし……居心地がよかったので」

　クラスにいても誰かと話をするわけではないから、一年生の後半くらいから図書室で過ごすようにしていた。過ごすというより、避難だ。教室にいると、大人数で固まるクラスメートたちを見ることとなって疎外感がより強まるし、自分の悪口が耳に入ってきそうでいやだったから。

「……山野辺くんとも一緒に、本を読んだり、試験勉強したり……しましたよね」

　友達や取り巻きが多かった彼だから、昼休みは方々からお誘いがあったのだろうけれど、図書委員を一緒に務めて以降は、彼を図書室で見かける機会が増えた。

「そうだね。香蓮に勧められる本はどれも面白くて、すっかり読書にハマったよ。今でも、出張のときにはかならず持っていくんだ。リラックスする時間をつくるためにね」

「リラックスする……時間？」

「うん。環境が変わると、仕事のあとも緊張を引きずったりするんだけど……それをいちどリセットするために読書をすることにしてるんだ」

　──そうそう。本の世界に身を沈めると、意識がそのことだけに集中して、思考をフラットな状態に持っていけるんだよね。私も、いやな気持ちになったあとや、イライラしたあとは、読書をするとその感情が少し落ち着くような気がしたから、なんとなくわかる。

「山野辺くん……今は、どういうのを読んでるんですか？」

「香蓮に昔いろいろお勧めしてもらってから推理小説が面白くて、休みの日に読んでるよ。でも、平日は専門書かな。仕事に関係するような」

「……すごい。カッコいい、です」

　本は好きだけど、仕事につながりそうな本を選んで読んだりはしていない。さすが社長さん。勉強熱心だ。

　彼はちょっと噴き出すように笑い、首を横に振った。

「そんなことないよ。必要に駆られて読んでるだけだし。……あ、せっかくだから食べようか。熱いから、気を付けて」

「は、はいっ……」

　私にしてはしゃべりすぎてしまったかもしれない。会話に夢中になりすぎていたことを暗に指摘されたような気がして、私は照れ隠しのようにフォークとナイフを取った。その刹那──

「っ……！」

　あれほど気を付けてと言われていたのに、両手に銀色のそれらを握り、手前に動かしたとき、左手の小指がスクエア型の深皿の縁に当たった。瞬間、痛みのような鋭い熱を感じる。反射的に手を引いた拍子に、その手に握ったフォークと、反対の手のなかにあったナイフがするりと抜けて床に落ちる。固めの床石は、ことのほか金属の音が派手に響いた。

「大丈夫？」

「う、うん……あの……」

「いいよ。スタッフを呼ぶから。まずは冷やして」

　彼はなにか言い訳を口にしようとする私を優しく諭しつつ、私の左手を引いた。

「火傷……にはなってないみたいだけど、少し赤くなってるね」

　山野辺くんは患部を冷静に確認しながら、そばにあったおしぼりをそっと小指に当ててくれた。そのまま空いていた手を上げ、控えていたスタッフを呼んでくれる。

「すみません、なにか冷やすものを。それとフォークとナイフをひと組落としてしまったので、新しいものをお願いします」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　スタッフは頭を下げ、室外へ消えた。そしてすぐに冷却剤とおしぼり、そして新しいカトラリーを持ってきて、セットしてくれる。

「大丈夫ですか？　またなにかあればおっしゃってください」

　そう丁寧に応対してくれたスタッフにお礼を告げ、再び室内は私と山野辺くん、ふたりだけになった。

「……ご、ごめんなさい……」

　スタッフがいなくなると、恥ずかしさを通り越して情けない気持ちが全身を駆け巡った。思わず俯いてつぶやく。

「ううん、いいんだよ」

「……よくない、です」

　おしぼりでくるんだ冷却剤をあて、左手の小指を冷やし続けてくれる山野辺くん。

　誰かが私の身体に触れるのはいつくらいぶりなんだろう。

　先日、彼に抱きしめられたことが頭を過りつつ、それ以前の記憶を引っ張り出してみる。

　半年以上前の、会社の健康診断だっただろうか？　その前もきっと同じ。誰かに心配されたり、温もりを感じたりするのはすごく新鮮だ。

　──人の手って、こんなに温かいものなんだ。火傷しかけた場所を冷やしてもらっているはずなのに、そこから別の熱が生じているみたいで、心が浮き立つようだ。

　でも、だからこそ……そんな私と彼が一緒にいるのは、ひどく不自然であるように思われた。

「私といるの、恥ずかしかったらはっきり言ってくれていいです。……私なんかと一緒にいると、周りの人に……変に思われちゃうかもしれないし」

　緑色のテーブルクロスの模様を視線の先で辿りながら言う。彼と目を見て話すことが、今は難しい。

　山野辺くんが優しくしてくれればくれるほど、みじめな気持ちになってくる。彼が悪いわけではないけれど、キラキラしている彼を見ていると、自分のなかの卑屈さが膨張していく。

「どうしてそんなことを言うの？　恥ずかしいと思うなら、最初から誘ったりしないよ」

　彼の声には悲しみが滲んでいる。「そうでしょう？」と優しく訊ねながら、彼が続ける。

「それに、『すみません』、『ごめんなさい』って……香蓮、今日会ってから僕に謝ってばかりだよ。言葉遣いもよそよそしいし。香蓮は、なにも謝るようなことしてないよね」

　その言葉にはっとした。……私がただ、彼に負い目を感じているだけなのだ。

「もっと……中学のときみたいに、君と気兼ねなく話したい。そのためにありとあらゆる手を尽くして、君の居場所を突き止めたんだよ」

　私はようやく顔を上げ、山野辺くんの目を見た。真剣でいて優しい眼差しはやっぱりあのころと変わらない。

　私も、気兼ねなく話したい──だって中学時代で私がいちばん楽しかったのは彼と過ごした時間だったから。また、そんな風に話せたらどんなにいいだろうと、ひそかに頭に思い描いていたのだ。でも──

「どうしてそんな大変な思いをしてまで、私と話そうと……？」

　交友関係が華やかだった彼にとって、私と過ごす時間はほんの一瞬、昼休みのとき。それも、毎日というわけではなかった。

　ほかのみんなと同じ──か、もしくはそれ以下。ただのクラスメートの私を、どうしてそんな必死になって探す必要があったのだろう。

　彼は表情を引き締め、改まった口調でこう切り出した。

「僕、香蓮のこと好きだったんだよね」

　──えっ、と心のなかでつぶやく。……単純明快な言葉の意味を、なかなか理解できない。

「でも、言えないまま親の海外転勤が決まって、離れてしまって……すごく後悔したんだ。伝えておけば、香蓮に連絡する方法がなにかあったかもしれないのに、って」

　そこまで言うと彼は訂正するように両手を前に出し、「あ」と小さく発した。

「──香蓮の連絡先はもちろんわかってるけど……でも、転校したただのクラスメートがいきなり連絡してきても困るかな、と思って。事前に『離れても電話したり、メッセージ送ったりしてもいい？』とか訊ければよかったんだけど、もし断られたらと思ったら言い出しにくくて。だからもう一回会って、ちゃんと気持ちを伝えたいと思ったんだ」

「あ、あの……でも、だって……それは、中学生のときの話、でしょ？」

　海の向こうから私に連絡をすることも考えてくれていたらしい。それを知り、余計に思考の配線が絡まった。

　声を震わせながら昔話であると指摘しても、彼の表情は変わらない。

「僕は今でも変わらず香蓮が好きだよ」

　むしろ、その指摘に対する返答を──今度はもっとまっすぐ、はっきりとした口調で伝えてくれた。

　冷やす目的で小指に当てられたタオル。冷却剤が当たっている小指以外は、彼の手のひらの感触で温かい。そんな言葉をかけられると、さらに熱を帯びていくようだ。

「どっ、どうしてっ……？」

「君が君のままだったからだよ。……ほんの少しの間話しただけでなにがわかるって顔してるけど、わかるものなんだよ。香蓮のことが、というよりは、香蓮と話をしているときの自分の気持ちで」

　私の表情から思考を読み取ったらしい彼が微笑んで言う。

「……山野辺くんの、気持ち……」

「僕は、香蓮の優しくて繊細な雰囲気が好きだったんだ。君と一緒だと、ほわんとした居心地のいい空気感があって。だから君と話したくて、よく図書室に通ってたんだよ」

「なっ、な……」

「あの心地いい時間を、ずっと忘れられなかった。君以上に素敵だと思える女性に出会えなかったんだ。……だから君を探した」

　その記憶をたどっていたのだろう。ちょっと切なそうに瞳を細めた山野辺くんは、冷却剤を当てたまま、私の手のひらを包み込むように優しく握る。

「香蓮。僕と付き合ってくれないか」

　ドラマのワンシーンみたいな台詞だ、と思った。私は本だけではなく、ドラマや映画も好きだ。ジャンルは問わず。だから恋愛ものも見たりする。

　恋愛ものでは、こんな風にヒーローがヒロインに思いを伝えるシーンが必ずと言っていいほどあり、そういうとき、私は別の世界のできごととして見ている。自分とは遠い場所で行われているけれど、人によっては身近に起こるイベント。

　……でも、山野辺くんは間違いなく、私に向かって「付き合ってほしい」と言った。ヒロインはおろか、脇役にもなれない私に。

「まだ会社が軌道に乗ったばかりだけど、香蓮を大事にするって約束する。君のいちばん近くにいられる権利を、僕にくれないかな？」

「……っ」

　耳元で囁くように懇願され、耳から顔全体に熱が伝播していくようだった。

　異性とお付き合いする機会なんてないと思っていた。

　しかも相手は山野辺くんだ、中学のときのアイドル。私を唯一、クラスメート扱いしてくれた人。私の話し相手になってくれていた人。

　──壊れそうな私の心を支えていてくれたその人を、意識しないわけがない。

　白状すると……私も山野辺くんが好きだった。

　でも、好きになってはいけない人だと自戒していた。彼は全方位に愛される星の下生まれてきた主人公。私とは、本来なら接点すら持つことを許されないはず。

　──それなのに……私のことが、好き……？

　え、え？　やっぱりわからない。……あ、頭が、ぐるぐるして……。

「っ……！」

　だめだ。気持ちを落ち着けないと。

「ご、ごめん……」

　そう思って、私は指を冷やしてくれている彼の手を解き、シャンパングラスに手を伸ばした。そして、ひと息つくつもりで中身を嚥下する。

　緊張が極限に達しているためか、さっきよりも渇きを強く感じたのだ。どこかふわふわした心持のまま、のど越しがよくおいしいシャンパンを飲み干した。

　……あ。なんかちょっとだけ、落ち着いた、かも。

「あ、の……山野辺くん……わ、私……」

　言ってもいいのだろうか。許されるのだろうか。

　──私も、あなたのことが好きでした。と。

　音にするよりも先に、ふっとまぶたに影が落ちた。

「香蓮？　……香蓮、大丈夫？」

　山野辺くんのほうに身体が傾く。多分、彼が支えてくれているのだと思う。

　それなのに、彼の声が遥か遠くのほうから聞こえてくるのはどうしてなのだろう。

　──大丈夫。ちょっとびっくりしたけど、私は平気。

　彼の胸に抱き留められているのだろうか。雲の上にいるみたいにすごく気持ちいい。

「香蓮！　香蓮っ……しっかりして」

　──山野辺くんの声がどんどん遠くなっていく。ちゃんと返事をしなきゃいけないのに、目が開かないし声が出ない。

　ごめんね、山野辺くん。少しだけ、もう少しだけこのままでいさせて。そしたらちゃんと、私の気持ちを伝えるから──





　◆◇◆






　いつの間にか中学時代のワンシーンにトリップしていた。場所は、昼休みの図書室。

「香蓮」

　いちばん奥の、入り口からは死角になる六人がけのテーブルについていた私の肩を、誰かがぽんぽん、と叩いた。

「山野辺くん……」

　顔を上げるより先に、声で彼だとわかっていた。それに、この学校で進んで私に話しかけてくる人は限られているし。

「ここいい？　って、訊いてる前に座ってるけど」

　彼が自分で話すように、訊ねながらすでに私の正面の席に座っていた。

「うん……でもあの、いいの？」

「なにが？」

「昼休み……山野辺くんがクラスからいなくなるとき、いつも、どこにいるんだろうって……探してるみたい、だけど」

　山野辺くんはここに来るとき、誰にも行先を告げずにやってくるようだ。そんな彼と話したい女子たちが行方を追っていることもあると、教室で誰かが話していた。

「いいんだよ。大勢でしゃべるのも楽しいけど、本当はゆっくりのんびり、静かに過ごしたいんだよね。だから、定期的に香蓮のところに来たくなる」

　山野辺くんは曇りのない笑顔でそう言うと、なにかに気が付いたみたいに軽く目を瞠り、それからすまなそうに眉を下げ、手を合わせる。

「──と言いつつ、香蓮の迷惑になってたらごめん」

「ううん、私は、全然」

　その所作がなんだかかわいらしくて、私は微かに笑った。迷惑どころか、大歓迎なのだけど──それは口が裂けても言えない。

「ならよかった」

　ホッとした風に言うと、彼は私の手元を見た。

「香蓮はなにしてたの？」

「……来週の、英語の、小テストの勉強」

「あ、先生そう言ってたっけ。忘れてた」

「新学期になってから習ったところの全体から……問題を出すって」

　英語の教科書と一緒に広げたノートに、新しく習った単語や熟語、文法などをまとめていた。山野辺くんが大きく頷く。

「思い出した。……僕も一緒に復習していい？　ノート、見せて」

「う、うん……いいよ」

　私は少し緊張しつつ、ノートを彼が見やすいように逆向きにした。彼は最初のページから、時間をかけて目を通していく。

「字、きれいだね」

　その途中で、山野辺くんの唇からぽつりとつぶやきが落ちた。

「あ……ありがとう」

　不意打ちのように褒められて、私は頬が緩みそうになるのを必死に我慢した。

　山野辺くんがノートを真剣に読み込んでいる間、私は教科書の問題を復習することにする。

　しばらくの間、沈黙が続いた。でもそれはいやな感じがするものではなく、穏やか、という表現がいちばんしっくりくる。

「香蓮といるの……落ち着くな。なんか、和む」

　山野辺くんも似たようなことを考えていたみたいだ。

「これからも、ここ遊びに来ていい？」

「……うん」

　私がまた頷くと、彼が大きな瞳を細めてくしゃっと笑った。

　……うれしい。昼休みの間だけでも、憧れのヒーローと時間を共有できるなんて。……私は、なんて幸運なのだろう──





　◆◇◆






「……？」

　次に目を開けたときには、見慣れない空間にいた。

　私が横たわっているのはベッドのようだ。広々としていて寝心地がいい。ふたりでも三人でも一緒に寝られそうなほど。

　状況を理解しきれないままに上体を起こし、周囲を見回す。間接照明に照らされたソファセットとライティングデスクは、上品で質の良いものだ。

　図書室は？　英語の小テストは？　まとめていたノートは？

　慌てたけれど、すぐに夢であったことに気が付く。……正確に言うと、実際にあったできごとだ。中学二年の一学期。もう、忘れかけていたけれど。

　ここは……ホテル？　でも、なんで……？

「気が付いた？」

　自分の行動を辿ろうとしたとき、部屋の入り口のそばにある扉から、夢のなかよりもずっと大人びた山野辺くんが出てきた。

「やまのべ、くん」

「よかった、びっくりしたよ。気分、悪くない？」

　心配そうに訊ねながら、彼がベッドの枕元の縁に腰かけ、私の顔を覗き込む。

「うん、だ、大丈夫……でも私、どうして山野辺くんと、ここに」

「覚えてない？　食事の途中で、香蓮がダウンしちゃって。で、家まで送ろうと思ったんだけど、住所わからないし、聞き出せそうな状況でもないしで……ひとまず、ここに連れてきたんだ」

　おそらく私は今、絶望的な顔をしている。申し訳なさそうに彼が小さく頭を下げた。

「ごめん、他に連れていけそうな場所が思い浮かばなくて……疚しいことは誓ってなにもしてないよ」

「そ、そう、だよね……うん」

　両手でブラウスやスカートを触って、服装が乱れていないことを確かめ、納得する。視線の先にいる山野辺くんも、スーツの上着を脱いではいるものの、シャツやネクタイ、スラックスをきっちりと身に着けている。

　──いや、それよりも！

「ご……ごめんなさい、私っ……山野辺くんにたくさん迷惑かけてる……本当に、本当にごめんなさい」

　失態、だ。記憶が途切れる前に、シャンパンを一気飲みしたことが頭を過った。

　今まで経験したことのない緊張状態が続いたとはいえ、飲みなれないお酒を飲み過ぎてしまうなんて。しかも、食事の途中に。

「謝らないでよ。あんまりお酒飲まないって言ってたのに、勧めた僕も悪かったんだし」

　ひどく叱られても仕方がないと覚悟したのに、山野辺くんはそう言って優しく微笑んだ。

　ディナーを中断してお店に迷惑をかけただろうし、それから私をここまで運ぶのも骨が折れただろう。なのに、そんな苦労を一片も匂わせず。

「あ、私っ……」

　これは土下座でもしなければ私の気が収まらない。それを伝えるべく口を開いたとき、「それに」と彼が遮った。

「僕としては……もっと香蓮と一緒にいられる口実ができたわけだし、それはそれでよかった、かな」

「山野辺くん……」

　うれしそうに口角を上げる彼の顔を見る限り、お世辞というわけではなさそうだ。

　彼はいちど立ち上がると、少し離れた場所にある備え付けの冷蔵庫からなにかを取り出し、こちらに戻ってくる。ペットボトル、だろうか。そのキャップを捻りながら、今しがた座っていた場所に腰を下ろした。

「はい、お水。よかったら飲んで」

「あ……ありがとう。いただく、ね」

　山野辺くんに言われたことで、自分が今水分をほっしているのだと気付く。

　私が開けやすいようにキャップの口を緩めてくれたのか。……優しい。

　アルコールを打ち消すかのごとく、勢いよく喉を通り過ぎていく水の冷たさが心地いい。

　と、唇の端からぱたぱたと水がこぼれた。私よりも、山野辺くんが動くほうがずっと早かった。すぐに備え付けのフェイスタオルを持ってきてくれて、ブラウスの上から、水玉模様を作る私の胸元を押さえてくれる。

「ご……ごめんっ……」

　ここまできてまた世話を焼かせるわけにはいかない。私はキャップを閉め、そのタオルを受け取ろうとしたけれど──

「山野辺くん……？」

　山野辺くんが、タオルを握ったまま目を閉じて、フリーズしていた。私が呼びかけると、なにかに抗うみたいに深呼吸をする。

「……これでも好きな人の無防備な姿を前に、我慢できたほうだと思うよ。でも僕も男だから……さすがに、そろそろ厳しいけど」

　まだ目覚めたばかりで鈍い頭では、言葉を二、三周してからでなければその意味を理解することができなかった。

　……タオル越しに触れる私の胸元の感触のことか。

「香蓮の気持ちを無視して迫るのは卑怯だし、いけないことだから。でも……今ならさっき聞きそびれた答え、訊いてもいいかな？　香蓮は僕のことどう思ってる？」

　山野辺くんが、ちょっと真剣過ぎるくらいの眼差しで私を見つめていることに気付いた。

「どう、って……それは」

　──私も山野辺くんが好き。図書室で一緒になるようになってから、意識していた。

　でも、こんなしくじりを犯したあとで、素直にそれを告げていいものなのだろうか。

　こんな、身も心も冴えない私が、山野辺くんのことを好きだなんていうのは、おこがましいんじゃないだろうか？

「山野辺くんは……ヒーロー、だからっ……私なんかじゃ釣り合わないよ」

　自問したあと、唇からこぼれたのは諦めだった。

「ヒーロー？」

「いつも物語の中心にいる主人公。私は、そんな山野辺くんを取り巻く人たちの、さらに外側にいるような……取るに足らない存在、だから」

「そんなこと」

　山野辺くんがなにか言いかけたのを、私が首を横に振って制する。

「……中学のとき、私が裏で『ガン子』って呼ばれてたの……知ってる？　岩井の岩の字を取って、『ガン子』。『香蓮』って感じはしないって」

　どうやら彼は知らなかったらしい。おどろいた風に小さく「えっ」とつぶやいた。

「もしかしたら、クラスの女の子たちは……山野辺くんのそばでは、そんな悪口を言ったりは……してなかったのかもしれないね」

　彼が明るく表裏のない性格で、人が好いのをみんな知っている。だから、彼の前では敢えて私を悪くは言わなかったのかもしれない。

　当時の寂しく、苦しい気持ちが蘇ってきた。こんなあだ名をつけられて、傷つかないほうが珍しいのではないだろうか。お腹の前で重ねた手を握り、軽く唇を噛んで、目頭が熱くなるのをこらえる。

「……つらかったね」

　山野辺くんがそう言いながら手を伸ばし、少しこちらに身体を傾けつつそっと私の頭を撫でる。ゆっくり、ゆっくり、肩までの黒髪を、労わるように、なんども。

「でもね、香蓮。……さっき君は、自分のことを取るに足らない存在だって言ってたけど、それは違うよ。少なくとも、僕にとっては」

　言い聞かせるような優しい声音は、耳に心地いい。それが真実であるかのように心の奥に言葉がスッと入ってくる感覚があった。

　不意に、髪を撫でていた彼の手が、私の腕を引く。それに合わせて、私もベッドの縁に座り、床に足を下ろす。彼との距離が縮まり、視線が交わりやすくなった。

　私の顔を仰がせるため、彼の指先が顎に触れた。アンバーの瞳が、妖しくきらめく。

「いい、よく聞いて。僕がヒーローだっていうなら……君は、僕のヒロインだ」

「……山野辺くん……あっ」

　抱き寄せられるとは思っていなかったから、大きな声が出てしまった。

　心音が急速に高鳴る。女性の自分とは違う、細いのにがっちりとした胸板に抱き留められて、思考が停止する。

「ずっと会いたくて、会いたくてたまらなかったよ。僕の……僕だけのヒロインになって、香蓮」

　穏やかで耳通りのいい囁きが、頭のなかをぐるぐる回っている。なにも考えられないままに──頬に、温かく、柔らかな感触がした。

「っ……」

　頬にキスされたのだと、しばらく経ってから気が付く。

「こういうことされるの、いやだった？」

　傷ついたような、少しおびえたように訊ねる彼に、我に返って小さく首を横に振った。

「……私……男の人とこういうこと……したこと、なくて」

「そうなんだ。君を独占できるなんて、うれしいな」

「っ……」

　たどたどしく答えると、山野辺くんがほんの少しだけ身体を離した。まっすぐ向かい合う形になり、彼のきれいな顔が近づいてくる。

　アメリカ人のお母さん譲りなのだろうか。鼻が高く、目もぱっちりとして堀の深い顔。美しい顔。一緒に過ごしていたあのときよりも、ぐっと男性的魅力が増していて……ドキドキが止まらない。

「なら、きっとこれも初めて……なんだよね」

　後頭部に触れられ、彼の方へ引き寄せられると、私たちの距離が縮まり──唇が重なった。なにかに例えるのが難しい、でも心がときめく感触。誰かに教えられたわけじゃないのに、なんとなく目を閉じていたほうがいい気がして、慌てて目を閉じた。

「……ん」

　触れては離れて、時折吸いつくような音を立てて私の唇を啄んだあと、彼の唇が離れていく。

「赤い顔して、かわいい」

　目を開けると、彼の顔も熱を帯びているのがわかった。私と触れ合うことで山野辺くんがドキドキしてくれているのだと実感できて、たまらなくなる。

　もう一度腕を引かれて抱き寄せられる。今度は、彼の衝動を示すようにきつく、力強く。

「……香蓮、大好きだよ。愛おしくてたまらない。君のすべてがほしい……だめ、かな？」

　彼がなにを求めているのかがわからないわけではなかった。思い合う男女ならば行きつくこと。お互いの愛情を確かめ合う行為。

　自分にもそんな瞬間がやってくるとは、露ほども思っていなかった。下手するとこの先、誰とも深くかかわらないまま過ごしていくのだろう、と、予感していたところだったから。

　そんな私が、山野辺くんからお誘いを受けているなんて──

「……優しくするよ。たくさん甘やかして、いっぱい愛したい。香蓮……僕だけのお姫様になってくれる？」

「っ……！」

　脇役以下。存在すら認められない人生だったけど、本当はスポットライトの下の立ち位置にあこがれていた。

「ぅ、ぁ……は、はいっ……」

　私はきっと、ひっそりとこの瞬間を待っていたのだと思う。誰かの物語のヒロインになる瞬間。そして、甘い誓いを立ててくれる瞬間。そんなの奇跡に違いない、とも諦観しながら。その物語が山野辺くんのものであるというのが、また大きな奇跡ではあるのだけれど。

　でなければ意気地なしの私が、こんな大胆な申し出を受け入れるはずがない。

「……ありがとう」

　彼はこの世のすべての幸福を束ねたみたいな表情でそう言って、また私にキスをした。さっきよりももっと、強引さを伴うそれが、私たちの関係を変えるスイッチとなった。




「ん、はぁっ……」

「大丈夫？　苦しい？」

「ふ、ぁ……平、気」

　離れる暇がないほど唇を重ねていると、呼吸をするタイミングがわからない。そうすると息を止める時間が長くなって苦しい。それに気づいた山野辺くんに唇を解放された私は、大きく深呼吸をした。

「ごめんね……いざ香蓮が僕のものになってくれるって思ったら……歯止めが利かなくて。なるべく、ゆっくりしようとは思ってるんだけど」

　私の肩を抱きながら、彼が反省とばかりにつぶやく。

「ううん……あの……むしろ、私のほうこそ、いい年して」

　──本当なら、すでに経験していなければいけないことなのかもしれない。

　そこまで言ったところで、山野辺くんが私の唇の前に人差し指を立てた。それ以上は言わなくていい、と示すように。

「君のすべてを独占できるんだから、僕はうれしいんだよ。香蓮が気にすることはないから。僕が、気を付けなきゃって話」

　「ね？」と微笑む彼に、胸が甘く締め付けられる。

「……いつも思ってたけど……山野辺くんって、どうしてそんなに優しいの……？」

　ふわふわのクッションみたいに、私がなにをしても優しく受け止めてくれる山野辺くん。私はしゃべるのも得意じゃないし、行動もトロいから、イライラされてもおかしくないのに。いつも同じ笑顔で接してくれる。それが不思議でならなかった。

「優しいとかじゃなくて、それくらい僕が君に夢中なんだと思うよ」

　私の疑問をくすっと笑うと、彼の唇が頬に触れる。スタンプを押すようにちゅっ、と。

「香蓮……君のすべてが愛おしいよ。もっと君を感じさせて」

　頬から唇へ。蜜を探して飛び回る蝶のように、口づけが落とされる。

「……く、ふぅんっ……！」

　唇を押し付けたり、食んだりするキス。一生懸命それに応えていると、唇の隙間から柔らかななにかが押し入ってくる。

　──まさか、これ……山野辺くんの舌……？

　おどろいて口を閉じようとしたけれど、その前に歯列を割ってそれが侵入してきた。ぬるぬるして、ちょっとざらざらしている舌先が、私の舌を誘い出そうとする。

「出して」

　私の口腔を探りながら、山野辺くんが促す。

「ぅ……」

　恥ずかしいけれど、言われるがままに舌を突き出す。といっても、そう簡単に思い切れるものではないから、恐る恐るといった感じになってしまった。

　それでも山野辺くんの舌先は、私の舌の裏に触れ彼のほうへと掬い出してから、ちろちろと遊ぶように動かした。

　──くすぐったいような、腰から下にかけてぞくぞくするような感触。なにこれ……頭の奥がしびれていくみたい……！

「唇でするものだけが……キスじゃないよ。っ、はぁっ……これ、気持ちいい、でしょ……？」

「んむ、ぅっ……は、ぁっ……」

　最初はくすぐったい感覚が勝っていたけれど、繰り返すうちに得体の知れない快感のほうが幅を利かせてくる。それとは別の次元で、身体が燃え上がりそうなほどの羞恥も迸ってきた。

「こんな、こと……本当に、みんな……してる、の？」

　時折唇を重ね合わせながら、舌をこすり合わせる。なんども、なんども。その合間にどうにか訊ねる。

「もしかして恥ずかしい？」

「あ……当たり前だよっ……恥ずかしくて……死にそう」

　羞恥で身を焦がれそうな私とは違い、山野辺くんは余裕そうに見えた。その彼が、瞳を細めた。男性であるのに妖艶な微笑みを浮かべる。

「そっか。じゃ、羞恥心を忘れるくらい、夢中になってもらわなきゃだね──あ、それなら」

　なにか妙案を思いついたのか、軽く目を見開いて、それからまた微笑んだ。

「君のすべてにキスさせて。キスされることに慣れれば、少しは心に余裕ができるんじゃないかな」

「すべてって……あっ、山野辺くんっ……？」

　言うが早いか、額にキスが落とされる。それからすぐに、眉尻、こめかみ、頬──と、まるで唇で私の身体を網羅しようとするみたいに、唇が這い回る。

「っ、ん……ふ、ぁ……や、ぁっ……」

　形容しがたい柔らかな感触。時折吸いつき、舌先で愛撫されると、頭がぼーっとしてなにも考えられなくなる。

　──気持ちいい。彼に触れられていると、ふわふわして……心地よくて……。

　閉じた瞳や顎先に乾いた音を立ててキスしたあと、耳朶を食まれる。

「んんっ……！」

　舌を使って耳朶に吸いつかれると、身体の芯にこれまでよりもずっと強い疼きを覚えた。ちゅっ、ちゅっという艶めかしい音とともに、その感覚がじわじわと身体を占領していく。

「そ……れ、やぁっ……！」

「いや……？　どうして」

　囁きながら問いかけられると、濡れた耳朶に吐息がかかって、微かな刺激に代わる。

「そ、こっ……くすぐったくてっ……！」

　思わず身をよじりながら答えると、彼が、く、と喉を震わせる。

「くすぐったいだけ？」

　私が頷く。すると、山野辺くんが耳朶に歯を立てる。甘噛みされると、頭の先をきゅっと優しく絞られるみたいな恍惚が迸った。

「……違う、でしょ。身体、びくびくって震えてる」

「っ……」

「気持ちよくなっちゃった？」

　いつの間にか、彼は私の身体を支えるために片手を腰に回していた。だから私の反応をつぶさに感じ取っているのだろう。羞恥のあまり涙が出そうになる。

　男性との経験こそないけれど、二十歳を超えたいい大人だから、男女の行為の先にどういったものがあるのかはきちんと理解している。それによって得られる快感にも、興味がないわけじゃない。というか、人並みに好奇心はあって、自分で慰めたことくらいはある。そうして得られる悦楽を貪ったことも。

　だけどそういう感覚を知っているのをさらけ出してはいけないのだと思っていた。とてもはしたないことであるような気がして。

「そんな泣きそうな目しないで。ごめん。ちょっとからかってみたかっただけ。香蓮が、かわいい反応するせいだよ」

　どうしていいのかわからない私の頭を撫で、慰めてくれながら、彼がまた耳元で囁く。

「もっといっぱい気持ちよくなってくれていいんだよ。そのほうがうれしい」

「んんっ……！」

　山野辺くんがまた、耳朶に優しく噛み付いた。耳輪を舐め上げたあと、凹凸に舌先を埋めながらぴちゃぴちゃと水音を立てる。

「んぅ……ふ、うぅっ……」

　舌の表面のざらざらとした感触が、知らない悦びを呼び覚ます。

　耳を舐められているだけなのに──頭のなかをとろとろにされて、かき混ぜられているみたいな、奇妙な感覚に陥る。

　反対側の耳も同じように愛撫され、私の思考はすっかり蕩けてしまった。身体の緊張が解け、彼の胸に体重を預けてしまっている状態だ。

　……山野辺くんの胸に抱かれていると、安心する。それに、いい匂い。……香水？

　頭の片隅でぼんやりと考えていると、彼は耳を食みながら私のブラウスの胸元に手を伸ばした。ボタンを外すためだ。

「え、と……あの、お、お風呂っ……」

「大丈夫。そのままでいいよ」

「で、でもっ……」

　もとより自信のない容姿だけど、せめて清潔にはしておきたい、と思った。

「いいから」

　先回りした彼が囁く。ブラウスのボタンはすべて外されてしまった。キャミソールも脱がされて、上半身はブラ一枚になった。

　心もとなさから、思わず自分自身を抱きしめる。グレーのシンプルなブラセットは、カラーも形も色気とは無縁だ。……もっとかわいげのあるものをつけてくればよかったと、激しい後悔に襲われる。

「かわいい……もっとたくさん、キスしたいな。その手を解いて」

　ところが、山野辺くんはこんな姿の私に熱っぽくそう言葉をかけてくれる。

　気を使ってもらったのかもしれないけれど、ひょっとしたら、この人は本当に『私』自身に惚れ込んでくれているのかもしれない。

　彼はやんわりと私の腕を解いて、首筋にキスをした。

「君の身体のどこもかしこも……僕のものだって実感できるように……」

　アンバーの瞳の奥に、情熱的な衝動が点った。と同時、ベッドに押し倒される。私の上に覆いかぶさって、山野辺くんが鎖骨の下にキスを落とした。

「ぁ、んはぁっ……山野辺くんっ……！」

「琉偉、だよ。僕の名前知ってるよね？」

　顔をあげてちょっと意地悪に訊ねる様子は、いつもの彼とは少し違って見えた。

「こんなことしてるのに、他人行儀なのもおかしいでしょ。呼んでほしいな」

　彼の唇が、少しずつ私の身体の下へと触れていく。胸の谷間に、脇腹に、おへそに。ブラで隠れている部分を敢えて残しているみたいに、それ以外の場所に唇を這わせ、吸いつき、刺激を与えてくる。

「っ……」

「中学のときから、呼ばれたことなかったよね。呼んでみて」

「な……名前、は……まだ、恥ずかしいっ……」

　肩口や腋の下まで丁寧に唇で確かめられ、私は身を震わせながら首を横に振った。

　名前を呼ぶのは関係の密度をかなり濃くしなければ難しそうだ。頭のなかでだって、畏れ多くて呼べそうもない。

「そう？　残念だな。……でも首まで真っ赤だね。かわいすぎだよ」

「んっ、あ、ああっ……」

　彼は呼んでほしそうに眉を下げたけど、私の感情が伝わったのか無理強いはしてこなかった。

「……背中を浮かせて。これ、取っちゃおうか」

　よほど必死な顔をしていたのだろう。彼に指摘されたあと、耳元で指示される。そうして胸の覆いが外れると、支えを失った膨らみがふるりとこぼれ出た。

　胸が大きいという悩みは継続中だ。ノンワイヤーのブラを選んでいるのは、この大きな胸を少しでもサイズダウンして見せるため。ワイヤーの入っているものは、胸の形を整え、大きく見せてしまうのが難点なのだ。

「んぁあっ……！」

　熱をはらんだ唇は、ついに小高い丘に到達する。誰にも許したことのない場所を愛撫されているという背徳感が、私の興奮を煽り立てる。

「きれいだね。白くて、すべすべで……大きい。ここにもたくさん、キスするね」

　唇で肌の感触を確かめながら、もう片方の膨らみに触れ、輪郭を撫でるように触れる。唇の湿り気を帯びた感触と、指先の渇いた感触が、まったく別の種類の快感を運んでくる。

「ふ、ぁ……んぁ、んんぅっ……」

　我慢しようと思うのに、鼻にかかった声が勝手にこぼれ出る。唇を引き締めても、山野辺くんがリップ音を立てて膨らみにキスするたびに、条件反射のように普段出さない高い音がもれてしまうのだ。

「声が艶っぽくなってきたね。……感じてくれてうれしいな」

　顔を上げ、私の反応を伺って彼が薄く笑んだ。唇の端からちらりと覗く舌先が目に入る。

　──その唇で、舌で、私の情欲はこんなにも掻き立てられているのだ。

「ここも……もっと、かわいくしてあげる」

　やわやわと胸の輪郭を弄んでいた指先が、それまで避けていた頂をそっと撫でた。小さく電気が走るような快感のあと、彼の頭が沈んで、反対の頂をぱくりと口に含んでしまった。

「ん、ぁ、だ、だ、めっ……！」

「なにがだめなの？　ここ……キスしてほしそうに主張してるのに」

「やぁっ……！」

　滑る舌で胸の先を優しく扱かれる。皮膚への愛撫とはまったく別物の、もっと鋭い快楽が弾けたのがわかった。私は少しびっくりして、彼の身体を押し返そうとしてしまう。

「ほら、こんなに尖ってるから……キスしやすいよ。こうやって、優しく吸って、甘噛みすると……気持ちよくなってきちゃうよね？」

　言葉を紡ぎながら愛撫を続ける山野辺くん。台詞通り、吸われたり、甘噛みされたりすると、下肢がきゅんと切なく疼いた。愛撫を施されているのは胸なのに、そうしなければいけないような気になって、腰を揺らしてしまう。

「僕に欲情してくれてるんだね……本当に、かわいい」

　スカートとタイツを脱がされると、ブラと揃いの、飾り気のないショーツがあらわになる。けれど山野辺くんはすぐにその薄布を脱がそうとはせず、太股、膝やその裏側、ふくらはぎ、脚の甲……と、丹念に口づけを施してくれる。

　片足だけでは飽き足らず、今度はもう片方の足。つま先から脚の付け根にかけて時間をかけて上昇し、腰骨のあたりまで到達したとき、ようやくショーツを脱がせようと手をかけた。

「そこ、だめっ……！」

　もどかしい快感に翻弄されながらも、私は彼の手に自らの手を重ねて制止をかける。

「どうして？　全部にキスさせてくれるんだよね？」

「だって……そこ、はっ……」

　──だって、そんなところ……恥ずかしすぎて、抵抗があるし……。

　それに今は──

　私は両膝をくっつけるみたいにして、両脚をきつく閉じた。

　下着のクロッチは今、身体の奥から滴り落ちた欲望によって濡れそぼっている。

　見られたくない。経験がないくせにこれほど反応しているなんて……山野辺くんに軽蔑されないだろうか？　そんな不安がよぎったのだ。

　山野辺くんはなにもかもわかっている風に優しい笑みを湛え、私の顔を覗き込んだ。そして、誘うように妖しく囁く。

「全部、僕にさらけ出して。大好きな君の、すべてを知りたい」

　部屋の淡い明かりに翳って、彼の彫刻のように美しい顔の印影が濃く映る。

　その姿が妙に幻想的で、昔読んだ神話のなかに出てきた、インキュバスのことを思い出した。女性を誘惑する夢魔。その女性がカッコいいと思う外見をしているから、つい身体を許してしまうのだとか。山野辺くんが夢魔だと言われても、今なら信じられる。

　彼に乞われると断れないのは、既に私が彼の魔力により意のままになっているからなのかも、とも思う。気付いたときには、閉じていた脚を微かに開いて、彼が下着を下ろすのを許していた。

　するすると膝下まで下げられた下着のクロッチは、案の定滴り落ちた熱い劣情でぐっしょりと濡れている。

「っ……ご、ごめん、なさいっ……」

「謝る必要ないよ。それくらい気持ちよくなってくれたんだよね。ありがとう」

　剥き出しの秘部を晒されていることも、汚れた下着を見られていることも、恥ずかしくて仕方がない。可能ならばこの場から逃げ出したいくらいだったけれど、彼は私を責めずに、むしろよろこびをにじませながら、そっと下着を脱がせてくれる。

「だからこの先も……たくさん、気持ちよくなってね」

　取り払ったショーツを傍らに置いたあと、「この先も」と言いながら、彼が私の両膝を折って抱えた。そのまま、抱えた膝を左右それぞれに軽く倒して、割り開く。

「っ、やぁっ……」

　──やだっ……私の……全部、山野辺くんに、見られてっ……!?

「明かりをっ……明かりを、消してっ……！」

　たとえわずかな明かりでも耐えられそうになかった。

「そんなにかわいくお願いされたら、聞かないわけにはいかないよね」

　私の懇願を快く聞き入れてくれた山野辺くんは、枕元にあったリモコンを操作して、間接照明の明かりをほとんど落としてくれた。

「っ……」

　──ぼんやりとお互いの身体の輪郭がわかる程度の光に、よかった、と思ったのもつかの間。

「んんんっ……！」

　今まで味わったことのない強烈な感覚が、下肢を襲った。

「だめ、そんな、とこっ……舐め、っ……!!」

　彼が口にした『この先も』という言葉は、秘部への愛撫──それも口で、という意味だったことを、今さらながら理解して焦る。

「全部にキスするって言ったよ？　香蓮も、ＯＫしてくれたでしょ……？」

　熱く疼く秘裂をぴちゃぴちゃと音を立てながら舐め上げ、溢れる蜜を掬い取りつつ、彼が言う。

　──確かに、そう言っていたし、ＯＫもしていたけれど……でも、こういう意味だとは思っていなかった。

「汚い、よっ……山野辺くん、汚れちゃううっ……！」

　彼のきれいな顔が、自身が滲出させたもので汚してしまうのが申し訳なくて、罪悪感が募る。

「汚れないよ。香蓮の身体に汚いところなんてないから」

　それなのに、山野辺くんは大真面目にきっぱりとそう言ってのけて、羞恥を煽る水音とともに愛撫を続けている。

「んっ、あぁっ──や、ぁあっ……！」

　幾重にも重なっている襞を確認するみたいに舌先でなぞられると、敏感な粘膜が擦れて気持ちいい。声が抑えられない。

「舐めた先からもうぐしょぐしょだよ。すごいね、たくさん溢れてる」

「……言わないでっ……恥ずかしいっ……」

　つぶやくようなセクシーな声。まるで節操のない身体だ、と言われているみたいだ、と思う。

「恥ずかしいって感じるのは、まだ余裕がある証拠だよ。もっと僕のことだけ感じて。僕のことだけ考えて」

　山野辺くんは滴る蜜を舐めとりつつ、舌先を使って入り口を突いてくる。

「や、まのべ、くっ……ぁ、あ、あ！　だめぇっ……！」

「ここ、触ったことある？」

　入り口の上側に隠れていた秘芽を探り当てられる。「ここ」と示しながら、くりくりと刺激されると、激しい電流のような快感が襲いかかってくる。

　──これ、すごいっ……！

「……女性だけが知ることのできる快感だよ。……どう？」

「き、もち……いぃっ……」

　あまりにも強烈な感覚ゆえに、思ったままを素直に答えてしまう。すると、彼がふっと笑ったのがわかった。

「本当？　ならもっといっぱいしてあげる」

「ぁああ──や、ぁ、それっ、刺激、強いっ……んんっ……！」

　小さな粒を重点的に責められる。優しく舐めて、扱いて。今までよりもずっと深い悦楽に誘われ、じっとしていられなくなる。

「──私っ……だめ、もうっ……おかしく、なるぅっ……！」

　むしろこの快感がつらいとさえ思える。刺激から逃れるために腰や脚を動かそうとしてみるけれど、山野辺くんにがっちりと抱えられてしまっていて叶わない。

　……どうしよう……こんなすごいの……すぐに──

「もう……イっちゃいそう？」

　舌を掬うように動かし、唾液を塗し、撫でつけながら山野辺くんが問いかけてくる。私は頷きを返した。

「そう。そのままイっていいよ。僕は、君が気持ちよくなってくれるのがいちばんうれしいから──」

「んんんっ……はぁあっ……！」

　ひとりでするときに比べ、その瞬間が訪れるのはずっと早かった。

「だめ、本当に──イ、くっ……イくっ……んんんっ！」

　山野辺くんの舌の動きがより小刻みに、速くなる。私を高みに押し上げようとしているのだろう、気持ちいいのが膨らむだけ膨らんで──そして、あっけなく弾けた。びくんびくん、と身体を痙攣させ、私は果てた。

「……かわいい。香蓮がイくときの顔……最高に素敵だったよ」

　絶頂の瞬間に呼吸を止めてしまい、苦しさで呼吸が荒くなる。溢れた蜜を丁寧に啜ったあと、顔を上げた山野辺くんが、口元を軽く拭いながら微笑んだ。回転の鈍い頭で、達したのは私なのに、彼のほうが満足そうな表情をしているな、と思う。

「……ごめん。ゆっくりって言ってたのに、無防備な君の顔を見てたら、たまらなくなってきて……じっくり解したから、大丈夫だとは思うんだけど」

　呼吸を整えているうちに、下腹部に硬く熱いものを感じた。いつの間にか、避妊具を被せた彼自身が、入り口に押し当てられている。

　目が薄闇に慣れたせいもあり、つい、その雄々しく赤黒い屹立に視線を奪われる。

　──大きい。男性の身体にこんなに大きいものが隠れていたなんて。……これが本当に、私のなかに収まるのだろうか？

　そんな不安を感じ取ったらしい山野辺くんが、私の片手を取って優しく握った。

「──できるかぎり、君を傷つけないようにしたいけど……痛かったり苦しかったりしたら、ちゃんと言うんだよ？　僕とひとつになって、香蓮」

　握られた手に力がこもる。

「好きだよ……好きだっ……！」

　蜜を塗しつけ、入り口に宛がった切っ先が──少しずつ、なかに挿入ってきた。

「──……っ……！」

　途方もない異物感。痛みを最小限に抑えようと、彼は額や頬、唇にキスをしながら、たっぷり時間をかけてくれた。狭い隘路を押し広げ、どうにか半分ほど収まった。

「やっぱりキツいね……食いちぎられそう……」

　快感なのか苦痛なのか、彼は眉根を寄せ、呼吸を乱しながらつぶやいたけれど、すぐにいつもの優しい笑みを浮かべた。

「──でもうれしいよ……ずっとこの日を待ちわびてたんだ。好きな人と結ばれる日を」

「山野辺くん……私もっ……！」

　──そうだ。私もずっとこのときを待っていたんだ。

　好きな人と結ばれる日。物語のヒロインになれる日。その幸福感を味わってみたくて。

　さらに時間をかけ、彼のものをほとんど収めることができた。

「平気……？　苦しい？」

「うん……っ、く……」

　苦しいし、初めて経験する、身を裂かれるような痛みが生じていた。素直にうなずきつつ、「でも」と声を振り絞る。

「山野辺くんと……ひとつに、なるためなら……平気っ……」

　とっくに諦めていた私の物語を、彼が彩ってくれる。そのために乗り越えなければいけない痛みなら、むしろよろこばしかった。

「……夢じゃないって実感させて？　山野辺くんのいちばん近くにいるんだって……」

「香蓮っ……」

　山野辺くんの唇が私のそれに重なり、キスを交わした。この短時間で、私は彼と何回キスをしたのだろう。やりかたがわからないなりに、少しは応えることができるようになってきた。

「ゆっくり動くから。無理しないで、つらかったら言うんだよ？」

「うんっ……」

　頷くと、緩やかに律動が始まる。彼の剛直が挿入ってくるとき、引いていくとき、必ず擦れる違和感や痛みが生じる。仕方がないものだと割り切っていても、身体はまだそうは思ってくれない。

「っ、あ、く……はぁっ、ああっ……！」

　気を使わせてしまうから、なるべくつらい表情は見せたくないと努力するけれど、下肢への慣れない痛みはごまかしきれていないだろう。

「ごめんね、香蓮。……少しでも気が紛れればいいんだけど……」

　山野辺くんは申し訳なさそうに言いながら、接合部の少し上の敏感な粒を転がし始める。

「ん、ぁ……！」

　痛みを感じるのとはまた別の回路で、鋭い快感が迸った。

「それ、っ……ぁ、あ、だめぇ……！」

「また声がかわいくなってきた。ここ、好きだよね？」

「んぁ、はぁっ……！」

　私の反応に気をよくした彼は、包皮を剥いて二本の指で挟みこむようにして愛撫しながら訊ねた。

「だって、さっきよりもなかがとろとろになってきて……滑りがよくなってきたから」

「っ、き……気持ち、いいっ……」

　なかを突かれるたびに痛いし、腰を引かれるたびにお腹の中身を持って行かれそうな感覚に陥るけれど、山野辺くんの言う、女性だけが感じることのできる快感が、それらの感覚をぼやけさせていく。

　痛みのような、違和感のような、でも気持ちいいような──奇妙な感覚に身をゆだねているうちに、律動がスムーズになっていた。それまでよりも多少大胆に腰を押し付け、彼の表情にも大きな興奮が滲んでいる。

「僕も気持ちいいよ。心も身体も、両方気持ちいい……こんなの初めてで……僕っ……」

　言葉を紡ぐうちに、たまらないとでも言うように抽送のリズムが速まっていく。それにつれ、肌と肌がぶつかる乾いた音の感覚も短くなる。

　秘芽への愛撫も押しつぶしたり、捏ねたりする激しいものに変わった。それだけで、私の身体は再度高みに向かって駆け上がっていく。

「や、まのべくんっ……私、わ、たしっ……！」

　──そんな風にされると、またっ……！

「一緒に気持ちよくなろうっ……好きだよ、僕だけの香蓮っ……！」

　耳元で山野辺くんが切羽詰まったように囁く。限界が近いのだろう。それからまたキスを交わす。舌を絡め、口腔内の粘膜も刺激される。頭のなかを舐められているみたいで、ぞくそくする。

「っ、あ、ああああぁっ……!!」

「っく……!!」

　私と彼が達したのはほぼ同時だったのだろう。彼と触れ合っている場所がじんと熱くなった気がした。

「香蓮……愛してる」

　汗ばむ彼の身体を抱き留めながら、触れるだけのキスを交わす。激しい律動のあとだからか、山野辺くんは胸を上下させながら少し苦しげに口を開く。

「かわいい……僕、本当に幸せだよ……」

　これまでの人生で両親以外に、私にこんなに深い愛情を注いでくれた人はいなかっただろう。気が付けば、私のほうからキスを求めていた。小鳥が戯れるような口づけを何度か交わして、彼のアンバーの瞳を見つめる。

「私も……」

　唇から自然にこぼれた言葉は紛れもない本心だった。こんな私を受け入れてくれる人がいて、しかもそれが、かつての想い人の山野辺くんであることが、深いよろこびとなって私の身体を包みこんでいた。
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　意識が浮上するや否や、身体に違和感を覚えて目を開けた。

　色素の薄い茶髪。長いまつげを伏せ、気持ちよさそうに眠っているこの人の背中に、私の腕が回っていた。慌ててその腕を解く。

　──この人は山野辺くんっ……？

「──っ、なんでっ……!?」

　パニックになって大きな声をあげた。

　私、なんで彼と裸で、抱き合って眠っているんだっけ……？

「おはよう、香蓮」

　私の声で目覚めてしまったらしい山野辺くんが、そう言って額にキスしてきた。

「ひゃっ！　おっ……おはよう……」

「いいね。かわいい反応」

　くすっと声を立てて笑う山野辺くんは、からかうように言い、今度は頬にキスした。それから、私の髪を梳くように撫で、ひと房手に取るとそれにもまたキスを落とす。

「……やっぱり、夢じゃなかった」

　彼はただただ戸惑う私の顔を愛おしげに覗き込みながら、噛み締めるようにしてつぶやく。

「愛する君がこうして、僕の腕のなかにいる。幸せだよ」

「や、山野辺くんっ……」

　彼と会話しながらホテルの室内を見回しているうちに、少しずつ昨夜の記憶が戻ってくる。

　……そうだった。慣れないお酒で酔いつぶれて、山野辺くんにここまで運んでもらって……それで、濡れた服を拭いてもらって、そのまま……？

　気が遠くなりそうだった。無防備すぎる身体を隠すためにうつぶせになり、思わず頭を抱える。

　──うわわ、私ってば、いったいなんてことをやらかしてしまったんだろう！

　いい大人なのに、酔いつぶれた勢いで男女の関係に、なんて……。

　あ、いや、でも……あれは勢い、とかじゃない、よね？

　山野辺くん、私のことずっと好きだって言ってくれて、わざわざ私の居場所を探したりしてくれたんだもの。……本気で私を想ってくれている証拠だろう。

　っていうことはつまり、私と山野辺くんの関係って……？

　そこまで考えて、今までどこかに消えてしまっていたらしい自分のなかの冷静さが突然、目を覚ます。

　──待って、全然想像がつかない。山野辺くんと私が……その、お付き合いをするってこと？

　──いやいや、無理でしょう。短大を卒業して以降、連絡を取る友人すらいないのに。対人関係の偏差値が底辺の私に、男性とお付き合いできるようなキャパがあるとは思えない！　相手がこの眉目秀麗で新進気鋭の経営者である彼であるなら、なおさらそうに決まっている。

　頭のなかをさまざまな思いが駆け巡っている。そのさなか、背後から私を抱きしめる山野辺くんが、耳元で「香蓮」と呼ぶ。

「こういう関係になったってことは、僕の彼女になってくれるってことでしょ？」

　彼は優しく私の腕を引き、また向かい合うような体勢に戻した。シーツを私の胸元までかけてくれながら、アンバーの瞳で私を見つめる。

「改めて……というか、今さらだけど、僕とお付き合いしてください」

　──え、え……やっぱり、そういう展開に……？

「……ご、ごめんなさいっ！」

　自分でもちょっとびっくりするくらいの大声が出た。心苦しさからぎゅっと目をつぶり、さらに続ける。

「その……あの……お付き合いはできません。き、期待を持たせるような態度をとって……本当にごめんなさい」

　横向きに寝ていると、頭を下げるのが難しいけれど、思いが伝わればいい。誠心誠意謝ると、寂しそうにきれいな瞳を揺らす山野辺くんが小さく息を吐いた。

「……僕のことを好きだと言ってくれたのは、うそだったの？」

「ちっ……違う、よ。それは……うそじゃない」

　慌てて首を横に振った。決してその場しのぎのうそをついたわけでも、からかったわけでもない。

「山野辺くんのことは……好き。今まで出会った男性のなかで、いちばん素敵だと思ってる。だから……昨日はびっくりしたけど、すごく……うれし、かったの」

「だったら、どうして？」

　彼の問いがちょっと食い気味なのは、納得がいかないからなのだろう。お互い好き合っているのなら、お付き合いをする。それが自然だろうと言わんばかりに。

「……自信がないの」

　果たしてこの感情を、彼が理解してくれるだろうか、と考えながら率直に述べた。

「私は他の人と距離を詰めるのが苦手で……だから、山野辺くんも知っていると思うけど、なかなかクラスメートとも仲良くなれなくて、悪口も言われたりして。そのまま、ここまできてしまった。誰とも、深い関係を築けないまま」

　不得手なことをそのままにしておいたつけが回ってきてしまったのだな、と後悔している。学生時代にいくらでも克服するチャンスはあっただろうに、目をそらし続けてきた。友人も、恋人も、私の手の届かない存在だ、と。

「それに、山野辺くんみたいにカッコいい人の横を歩けるような見た目じゃないことも、わかってる。私が山野辺くんの彼女になったら、周りの人はきっとおどろくし山野辺くんを馬鹿にすると思う。どうして山野辺くんほどの人が、こんな冴えない女と付き合ってるのって」

　私の見た目は中学のときから大きくは変わっていない。だから会社で再会したとき、彼もすぐに私であると気付いたに違いない。

　年頃になれば覚えるはずのおしゃれは素通りしてきてしまった。ナチュラルメイクと言えば聞こえはいいけれど、通年通して朝の身支度は日焼け止めとパウダーのみ。日焼け止めを欠かさないのは、肌が白いため焼けるとヒリヒリするから、という理由で、決して美意識が高いわけではない。むしろ努力すること自体を諦めている。

　とりわけ美人でもない私があれこれと気を使ったところで、どうにもならないだろう、と。ああいう身だしなみも、物語の登場人物と認められてこそ許されるのだ。

「私は山野辺くんにふさわしくないよ。……ごめん本当は昨日のうちにきちんと伝えるべきだったけど……私も舞い上がって、うれしくなっちゃって」

　もとより身分違いとわかっていたのに奇跡みたいな展開に心が躍り、現実が見えなくなっていた。やっぱり私と山野辺くんではどう頑張っても釣り合わない。昨日は熱意にほだされ身体を許してしまったけれど、だからといって彼の恋人になる資格なんてないのは、少し想像力を働かせればわかることなのに。

「そう思ってくれるなら、僕の気持ちを受け入れてほしいな。君は自分で思っている以上に素敵な女性だよ。それに気が付いていないだけだ」

　私の頬をそっと抱えた野辺くんが、私に言い聞かせるようにして言う。

「僕は今のままの君もじゅうぶんかわいいと思うし、もちろん一緒にいてなんの不安もないけど……じゃあ、たとえば君が自分自身に自信を持てるようになったとしたら、返事は変わったりするの？」

「……え？」

　お断りしてしまえば話はそこまでだと思っていたのに。どういうわけか、新たな選択肢があるとばかりに彼が訊ねる。

「昨日少し話したかもしれないけど、僕が経営しているＳＰＢＳにはね、女性がよりきれいになるためのサロンがたくさんあるんだ。美容院、メイクアップスタジオ、エステ、ネイル、アパレル……とか」

「……うん」

　さまざまなサロンを経営しているのは知っている。それらの人気が高まっていることも。

「よかったら、だけど。香蓮が自信を持てるように、うちのサロンを利用してみるのはどう？」

「えっ」

　私は瞳をぱちくりと瞬かせる。

「──そ、そんな、美容サロンなんて……私には畏れ多いよ。女優さんとかモデルさんとかじゃない、一般人だし」

　『美容サロン』なんて言葉だけでもしり込みしてしまう。ああいうのは、もとからきれいな人が、よりきれいになるために行く場所なのだろう。私は門前払いされてしまいそうだ。

「サロンを利用している人のなかには芸能事務所から紹介されたタレントさんもいるけど、むしろ多いのは一般の、普通の会社員みたいな人のほうだよ。それはうちのサロンだけじゃなくて、同業他社も同じだね」

「そ、そうなの……？」

　頬に触れていた手を離して、山野辺くんがうなずく。

　……知らなかった。特別美人じゃなくても行ってもいいものなんだ。

「きれいになるのに、職業は関係ないよ。うちのサロンの売りのひとつが、全身のトータルコーディネートのセットなんだけど……トータルコーデの利用者さんに久しぶりに会うと、必ず別人かと見違えるんだ。それって、どうしてかわかる？」

「……髪型がかわいくなったり、肌のつやがよくなったり……ファッションが変わったりするから……？」

　それぞれのサロンを利用して、効果を得ることができるから。というか、それ以外の答えが見当たらない。

「もちろんそれもそうなんだけど……いちばん利用者さんたちを変えたのは自信だと思う。最初に会ったときには委縮していた人たちも、サロンで理想の姿を手に入れたら、みんな佇まいが堂々として……輝いて見えたんだよね」

「自信が、ついたから……きれいになった、見違えた、ってこと？」

「そう」

　彼が私の髪を優しく撫でる。黒くて、日々のケアもきちんとしているとは言い難い、ちょっと傷んでいるけれど、彼は瞳を細めてその毛先にキスする。

「もし……香蓮が今よりきれいになることに興味があって、女性としての自信をつけたいなら、試してみない？　さっきの返事はそれから聞くよ」

「で……でも、私……そういうの、したことないし……」

　きれいになるとか、自信をもつとか。自分とは縁遠い言葉だ。

「したことないから試してみるんだよ。途中でいやになったり、やっぱり違うと思ったらやめたっていいんだし、僕に対する返事もありのままを受け入れる」

「…………」

　……試してみて、なにかが変わるのだろうか？　きれいになって自信をつけている自分を、ちっとも想像できない。生まれながらにして、決まっているはずの立ち位置。私は、そちら側の人間にはなれないはずだ。

「……わかった。じゃあ、その……トータルコーディネートっていうのを……やって、みようかな」

　彼がお断りの返事を受け入れてくれるのなら、試すだけ試してもいいのかもしれない。

　それに……心のどこかで、自分の知らない自分に出会えるかもしれないという希望を抱いてしまった。

　──私も、きれいになれる？　女性としての自分に自信を持つことができるだろうか？

「香蓮ならそう言ってくれると思ってたよ」

「っ……！」

　私の返答に心底ホッとした表情を見せてから、唇にキスをされる。軽く触れるだけの、爽やかなキス。

「ね、今日はこのあと時間ある？　香蓮の気が変わらないうちに、サロンに案内したいんだ。そこでどういう自分になりたいかのプランニングをする。いい？」

「う、うん……ありがとう」

　休日に決まった予定が入っていることはほとんどない。もちろん今日も。

「ううん。全然。ほかならぬ香蓮のためだからね」

　山野辺くんがそう言って私を抱きしめる。

　彼はスキンシップが多い。愛情をダイレクトに表現してくれるのは、帰国子女だからなのだろうか。優しく、ときに力強く触れられるのは、思いのほか心地よかった。

「もっと素敵になった君に会えるのが待ち遠しいよ。香蓮、きっと自分でもおどろくくらいにきれいになるから、楽しみにしててね」
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　その日から三週間かけて、系統の違う四店舗に足を運んだ。もちろん、山野辺くんも一緒だ。

　ヘアサロン、メイクアップスタジオ、アパレルショップ、そしてエステサロン。最初にプランニングした『なりたい自分』に近づくために、似合う髪形やメイク、ファッションの提案された。これといってなりたい像がない私は、ＳＰＢＳのコーディネーターさんに勧められるがままのスタイルを取り入れてみることにした。

　ヘアサロンでは、セミロングの長さ以上に重たい印象のある髪を軽くしたほうがいいとのアドバイスをもらい、黒髪を茶髪に染め、毛先の量を減らしてもらった。ちょっとピンクの入った茶髪は、ぱっと見ただけでもあか抜けた雰囲気で、自分でもおどろいた。

　髪を整えたら、次の週はメイクアップスタジオ。普段メイクをしないうえにしっかり日焼け止めだけは塗っていたから、肌はきれいだと褒められた。きちんとベースメイクの仕方を教えてもらったあと、眉を描き、柔らかなイメージのピンクブラウン系のアイシャドウやローズ系のチーク、リップなどのポイントメイクの提案をしてもらった。私は血色がいいほうだから、主役はアイシャドウ、その色味に合わせ、主張しすぎないリップを塗ってもらうことにしてもらった──結果、ヘアサロンのときよりもさらにおどろいた。

　──わたし、ヘアカットとメイクだけでこんな風に変われるんだ。

　鏡に映る自分が、別の誰かのような気さえした。

「まだびっくりするのは早いよ」と、山野辺くんが笑った。

　その翌週──つまり、昨日、日曜日。連れて行かれたのは、ＳＰＢＳが経営しているアパレルのセレクトショップだ。その店内にある商品で、利用者の全身コーディネートをするのだという。

　選んでもらったのはボウタイブラウスとワイドパンツ。色はともにホワイト。それに、ベリーカラーのカーディガンを合わせる。

「岩井さんは清潔感のある白が似合う感じがしたんです」と、コーディネーターさんに言われてそれだけでも普段選ばない組み合わせだなと思ったのだけど、さらにカーディガンの色を見て、初めて「ちょっとこれは厳しいです」と告げた。膨張色である白は大きな胸が目立つうえに、普段、グレーと黒ばかりを好む私にとっては、思い切りが必要な色だ。

「だとしても、一回だけ着てみようよ。試してみるだけでも」

　と、明るい笑顔の山野辺くんに強く勧められ、底なし沼に飛び込むくらいの勇気を持って着替えた。

　最初、山野辺くんは黙っていた。だからやっぱり、似合わないのだと思い、すぐに更衣室に戻ろうとした──のだけど、彼に制止するみたいに腕を掴まれた。

「香蓮、すごくいいよ。すごく似合ってる、素敵だよ」

　オーバーでなく、何回も何十回も言うものだから、だんだん本当に似合ってるのかもと思い始めてきた。もう一度、鏡を覗いてみる。

　──うん。きっと、多分、おそらくは、かわいい……のだと思う。膨張色だから胸がだらしなく見えるのでは、という不安があったけれど、靴やバッグなどの小物を黒にすることによりコーディネート全体が引き締まって見えて、素敵だ、と感じた。

「ね、香蓮。とてもよく似合ってるから、また僕と会うときにも着てほしいな。だから、今身につけてるものそのままそっくり、プレゼントさせてくれないかな」

「だ、だめだよ。このトータルコーディネートの費用だって山野辺くんが持ってくれてるわけだし……」

　受けると決めたからには、自分で払うつもりだったのだけど、山野辺くんは首を縦に振らなかった。申し訳なさが募っていたところに、さらに服やバッグまでは、さすがにもらえない。

「経営者なんだから、それくらいの特権はないとね。僕が無理を言って香蓮に試してもらってるんだから、それはそれ。本当によく似合ってるから、手元に置かないなんてもったいないよ。ね、そうしよう？」

「……あ、ありがとう……」

　抵抗するだけしてみたものの、またしても山野辺くんに強く押し切られてしまった。……今回まで、ということにして、ありがたく頂戴することにする。

　パンツを白から黒に変えれば、大抵の職場は差し支えないと思いますよ、とのことだったので、手持ちの黒いパンツに変え、翌日、職場に着ていくことに。

　すると──

「ねえねえ、岩井さん。ちょっといい？」

「すこーし、話があるんだけどぉ」

　昼休みを前に、尾畑さんと坂東さんの先輩コンビが私のデスクの前にやってきた。

「……は、はい」

　先輩たちの表情は、笑っているようにも、怒りを押し隠しているようにも見えて、私は恐縮しながら返事をした。

　──話ってなんだろう。今まで、私なんていないみたいな感じにふるまわれることが多かったのに。急に話しかけられると、なにか悪いことをしてしまったんじゃないかと、胸がざわざわする。

　髪を切ったり、突然メイクをしてきたり、服も変わったり。そういう変化を見て、「ブスが調子に乗ってる」とか言われちゃう……？

　ああ、やっぱり変に目立つようなことをしなければよかった……と、後悔の念に苛まれていると──

「最近めちゃかわいくなったよね、どうしたの？　彼氏でもできた？」

　デスクに手をつく坂東先輩が興味津々とばかりに、明るくそう訊ねてきた。

「岩井さんがそんなにきれいに、しかもオシャレになっちゃうとはね～。使ってるコスメとか聞きたいなぁ」

「わかる～、聞きたいよねぇ」

　ふたりはいつになくキャッキャと声を弾ませている。

　……これは、私の変化を、快く受け入れてくれてる……？

「──ねぇ、美華ちゃん」

「……はい」

　意外にも、そう見えなかったのが品川さんだ。坂東先輩の問いかけに頷いてはいるものの、言わされているみたいで、乗り気ではなさそうに見える。

「ねー、今日はさ、よかったら久々に岩井さんも一緒にランチしようよ」

「えっ」

　尾畑先輩が歌うように言う。まさか五年ぶりにお誘いを受けるとは思わなかった。

　おどろく私を差し置き、坂東先輩が楽しそうにこくこくと頷く。

「いいね～。岩井さんさえよければ、お願いっ！」

「あ……あのっ！　ご迷惑じゃなければっ」

　時間が巻き戻ることはなかったけれど、再びチャンスは巡ってきた。これを逃してはいけないのだろう、私は普段よりも早口に、けれどもはっきりと返事をする。

「やった。じゃ、イタリアン行こっ」

　私の言葉に、坂東先輩はカラッとした笑顔でそう言い、私の肩をぽんと叩く。

「ほら、美華ちゃんも行くよ～」

「…………」

　尾畑先輩に促され、仕方なく自身のデスクから立ち上がる品川さん。いつも気さくに声をかけてくれる彼女らしくない振る舞いだ。……なにかあったのだろうか？

「そうだ、岩井さんこないだのイケメンについても詳しく教えてよね！」

「私も聞きたかったんだー！」

　席を立ちながら、妙に引っかかる──と首を傾げていると、先輩がたに両腕をがっちりと掴まれてしまった。

「あっ、彼はあの、昔の知り合いでっ……！」

　──身分不相応だと決めこんでいたイタリアンのＡランチを食べながら、私は三人に彼が中学のときのクラスメートであり、帰国子女であることを説明した。案の定、いろいろと突っ込まれたけれど、「今は」ただの友人、ということで納得してもらえた。さすがにこのあいまいな関係までは口に出せるわけがない。

　極端に口数が少なくなった品川さんが少し心配だったけど、私は久しぶりに現実世界での賑やかな時間を過ごすことができたのだった。
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「私の勘ですけど、岩井さん、嫉妬されてますね」

　ＳＰＢＳのエステサロンには、週に二回のペースで通うことになっている。

　先輩がたからランチに誘われるようになった週末、施術台の上に寝て、顔全体のピーリングをしてもらいながら、品川さんの態度が変だったことをぽろりとこぼした。すると、名探偵が推理を披露するみたいに、担当の丸まる山やまさんがそう言ったのだ。

「嫉妬、ですか？」

「そう、嫉妬です。その品川さんって人、岩井さんに嫉妬したんですよ。理由はもちろん、岩井さんが美人になったからです」

「ええっ」

　顔の施術中はほとんど目を閉じていなければならなくて、相手の顔を見なくてもいいぶん、普段よりも上手く話せるような気がしている。

　丸山さんの推理は私のなかにはまったくない発想で、面食らってしまう。

「だって……品川さんのほうが、圧倒的に美人だし……細いし……キラキラしてるんですよ？　それなのに嫉妬します？」

「ご本人の前で失礼ですけど、多分品川さんは、岩井さんのことを下に見ていたんだと思います。なのに、急に自分を越えてきそうなほどきれいになったから、面白くなかったんじゃないですかねえ。それなら、これまでやけに親切だったのも納得できると思いませんか」

「……私を見下してたから、優しくできたってこと、ですかね」

　ちょっと悩んでからあり得そうな可能性を口にする。もし本当にそうなら気分が盛り下がってしまう内容だけど。

「真相はご本人に訊かないとわかりません。でも急にきれいになった岩井さんを見て、いちばん衝撃を受けてるのはその人な気がします。普通、同僚が急に美しくなったと思ったら、いいことなんですからノリはよくなるはずですよね。先輩がたみたいに」

「そういうものですかね……」

　言いながら、妙に納得できてしまうのが悲しい。普段から、先輩ふたりの見えないところで意味深な笑みを浮かべていたことが思い出された。やっぱり私の予感は当たっていたということになる。

　まぁ、でも本人に確認したわけもないから、憶測で品川さんを冷たい人みたいに扱うのはよくないか。でもそれがきっと限りなく真実に近そうだ。

　丸山さんは私よりも年上で、表情からして優しさに満ち溢れた女性だ。声も少し低めの柔らかいトーンで話しやすい。週に二回も顔を合わせていることもあり、私にしてはつい心を開いてしまう存在だ。

「でも岩井さん、いい意味で三週間前と本当に違うので、久しぶりに会ったらわからない人とかいるかもしれませんよ」

「そう、ですかね」

　久しぶりに会う人、と聞いて、実家に住む両親のことを思い出した。たとえば明日、実家に帰ったとしたら、父や母はすぐに私だと気付いてくれるだろうか。

「今の岩井さん、とーってもキラキラしてます。だから、自信持ってくださいねっ」

「……ありがとう、ございます」

　──キラキラしてる、なんて、人生で初めて言われたかもしれない。思いっきり照れてしまったので、目を閉じているべき状態のときでよかった、と思う。

　──自信を持ってもいいの？

　三週間前は半信半疑だったけれど、こうして会う人会う人から好意的な感想をもらえると、くすぐったい。でも、すごくうれしい。

「今日は、これからどこかに？」

　顔に塗ったジェルのようなものを拭き取ってもらいながら、丸山さんが訊ねる。

「はい、あの……人と会うんです。ご飯を食べに」

　極力自然に答えたつもりだったけど、相手のことを思い描いてしまうと妙に気恥ずかしくなってしまって、言葉に詰まってしまう。その間に思うところがあったらしく、丸山さんがくすっと笑った。

「はーい。じゃあ化粧ノリが最高によくなるように頑張りますね。それからボディトリートメントも。期待しててください」

「よ、よろしくお願いします」

　──これは相手がそういう人だとバレてしまっているに違いない。とはいえ、その人がまさかこのサロンの経営者だと知ったなら、丸山さんはどんな反応をするのだろうか。




　山野辺くんが選んでくれるレストランはどこも華やかな雰囲気があって、お料理もおいしい。今日連れて行ってもらったフランス料理屋も、都心の一等地にある有名店。私ならまず選ぶ勇気が出ない、格式高そうな雰囲気が印象的だった。

　緊張しつつもお酒と食事を楽しんだ私たちは、まだなんとなく離れがたくて、山野辺くんに誘われるがままシティホテルの一室になだれ込んだ。私が盛大に飲み過ぎたあの日を含め、彼と宿泊するのはこれで四回目になる。それから週末ごとに、こんな風に会っている計算になる。

「素敵だよ、香蓮。やっぱり、僕が思った通りだ」

　部屋について、ふたりがけのソファに座る。と、すぐに山野辺くんが横にやってきて、そっと私の腰を抱いた。

「会うたびにどんどん変わっていくね。……僕、言ったでしょ、そのままの君もかわいいけど、うちのサロンに通ったらもっとかわいくなるって。……その通りになったね」

　周囲の目がなくなると、とたんに彼は大胆になるみたいだ。腰から肩までをするりと撫で上げた山野辺くんに、後頭部を抱えられ、キスをされる。

「っ……ふ、んんっ……」

　キスのときに舌が縮こまってしまうくせがようやく抜けてきた。彼のワイシャツの袖にしがみつく私は、舌と舌とを絡ませ合い、微かに残るアルコールの味がする口づけに、すぐに夢中になる。

　こんな風にお互いを求めあっているのに、私はまだ山野辺くんとお付き合いするとは断言できずにいた。

　しばらくの間サロンを利用してみて、効果のほどを確かめてみてから決断をする、という約束だったから、まだそのときではない──というのが私たちの共通認識だと思っている。もちろん、恋人ではない人とこういうことをするのはよくないとわかっているけれど、山野辺くんと一緒にいると、彼の温もりをもっとも近くで感じていたいと思ってしまう。それに、始まりのときから身体を許してしまったのを言い訳にして、会うたびに身体の関係を重ねてしまっているのだ。

「さっきは触れたくても触れられなかったから……もう、いいよね？」

　さんざん互いの舌を味わいつくしたあと、山野辺くんがもどかしそうに言った。

「僕、耐えたほうだと思うよ。こんなにきれいになった君を前にして、ちゃんと理性を働かせて」

　今日の装いは、白い袖の膨らんだブラウスと、スモークピンクのワイドパンツ。アイメイクのピンクブラウンに少し寄せた提案を、コーディネーターさんにしてもらったのだ。

　これだって普段の私ならまず買おうとは思わない配色だ。でも彼は、今日の服装をことのほか褒めてくれた。「こういうの、好みなんだよね。すごく似合うよ」と。

　だからかわからないけれど、ブラウスのボタンを外す手には情動がこもっているように感じた。あっという間に外してしまうと、耳元に唇を寄せてこうつぶやく。

「……君がほしい。僕が君のこと、もっとかわいくしてあげるよ」

　キャミソールとブラを脱がしたあと、首筋や肩口にキスをしながら、私の身体をベッドに横たえた。

　淡いブルーの、レースで縁どられたブラはショーツとお揃いで、フロント部分に白いリボンがあしらわれており、かわいらしいイメージ。こういうのは主役タイプの人が穿くものだし自分には必要ないと思っていたけれど、せっかく洋服を素敵にスタイリングしてもらっているのに、下着だけ地味なのもどうか、と思い、一セットだけ買ってみた。

　すると、これが思いのほか当たりだった。山野辺くんがよろこんでくれたのもよかったけれど、自分自身の気分が上がったのが意外だった。

　特別感のあるものを身に着けていると、自分までもが少し特別になった気になれるからだろうか。専門店もたくさんあるみたいだし、今度見に行ってみたいな、と思っているところだ。

　大きくてふかふかした、寝心地のよさそうなダブルベッド。彼と泊まるホテルはいつも決まっているわけではないけれど、共通しているのは高級感が漂うシティホテルであること。敏腕の経営者である山野辺くんは顔が利くみたいで、今のところ部屋を用意してもらえなかったことはない。

　──きっと山野辺くんは、私が想像しているよりもすごい人なのだ。だって海外に本社があるような大きな会社の、日本支社のトップなのだから。つくづく彼は、スポットライトが当たるべき活躍をしているのだな、と感心する。

　それに比べて、私ってば──

「こら、香蓮。今ちょっと余計なことを考えてなかった？」

「っ……どうして、わかったの？」

　自虐めいた言葉が浮かんできそうになったところで、叱るような声。真上から私を覗き込む山野辺くんのものだ。

「わかるよ、好きな人の考えてることだから」

　彼は、額を私のそれにこつんとぶつけてきて笑った。

「香蓮はかわいいよ。誰よりもかわいい。いちばんかわいい。少なくとも僕はそう思ってる。だから安心して」

　山野辺くんに会うたびに、彼は私を褒めちぎる。最初のうちは「そんなことない」とか、「気を使われてる？」とか、心のなかで反発することも少なくなかったけど……繰り返し言葉にされて伝えられるうちに、すごく気持ちよくなってきたのが本音だ。

　──他の女性と比べてどうとかは関係ない。この人のなかで、私がいちばんならばそれでじゅうぶん。温かいもので胸の内が満たされて、羽が生えたみたいに気分が軽やかになる。

「外見はプロに任せるけど、心は僕にまかせて。女性は愛されば愛されるほどきれいになるんだよ。こんなに素敵だと思ってるんだって……愛してるんだって、君の心に、身体に、教えてあげる。それも香蓮の自信になるでしょ？」

「んっ、あ……山野辺くんっ……」

　首元に、鎖骨に、唇を押し付けるようにしてキスする彼が、私の返事に反応して顔を上げた。

「香蓮はまだ僕を名前で呼んでくれないよね。……どうして？」

　決して責めるようなニュアンスではないものの、明らかに顔が寂しがっている。

「あ、ごめん……で、でも、なんていうかっ……下の名前で呼び合うのって、それこそ恋人同士とかだけ、なのかなって……」

　厳密に言えば彼とはお付き合いをしていないわけで。たとえ彼が望んでいることだとしても、気安く名前で呼ぶのは図々しい気がした。それ以上のことまでしているのは承知のうえで、どこかに境界線は作るべきだという意識があったのだ。

「……じゃ、正式に僕の彼女になってくれるまでは、呼んでもらえないってことか」

　きっと意図を理解してくれたのだろう。山野辺くんはしぶしぶ頷き、オーバーにため息を吐いた。けれど、すぐに、

「──ま、でもいいか。そんなに遠くない未来だからね」

　気持ちを切り替えて、愛撫を再開することにしたらしい。膨らみに降りた唇が、柔らかな皮膚の上を這い回る。そしてもう片方の膨らみを、彼の指先が優しく捏ねはじめる。

「ふぁ、あっ……」

　白い肌に吸い付くみたいに触れる唇の感触が、ばらばらに動いて擦れる指先がたまらない。ぞくぞくと身体の中心に駆け抜けていく感覚を享受していると、彼がまた顔を上げた。

「……ピンク色のかわいい先っぽ。おいしそうだから、舐めちゃうね」

「んんっ……！」

　宣言してすぐ、山野辺くんは再び頭を沈めると、舌を出して胸の中心を彩る蕾をぺろりと舐めた。凹凸のある表面で、すでになにかをほっするように勃ち上がる頂を軽く扱かれると、勝手に甘い声がこぼれてしまう。

「僕に触れられるかもって思っただけで反応してくれたんだ。……僕とこうなること、期待しててくれたんだね」

　直接愛撫されるより先に反応を見せていたことを指摘されると、恥ずかしさのあまり顔が熱くなった。

　付き合ってもいない男性の愛撫に身を委ねているばかりか、ほしがったりして。そんなの、あまりにはしたないし、いやらしい。普通の女性は、私のように欲望に忠実な反応を示さないのだろう。

「……け、軽蔑、した……？」

　恐る恐る訊ねると、はっと表情を引き締めた山野辺くんがこちらを向いた。

「どうして？　するわけないよ。……むしろ僕と同じことを考えていてくれてうれしい。僕も早く、君を抱きたいって思ってたから」

　淀みなく言う彼が、うそを言っている風には見えない。私は安堵のため息を吐いた。

「よかった……だって、付き合ってもいないのにこんな……私、節操がないって思われても仕方ないなって思ってた」

「ううん、そんなことないよ。……ごめんね。香蓮が僕に甘えて、気持ちよくなってくれようとするのがうれしくて、ちょっと意地悪に煽っちゃったかも。香蓮が普段流されるようなタイプじゃないこともわかってるし、心配しないで」

「……あ、ありが、とう」

　私の目を見つめて申し訳なさそうに謝ってくれる山野辺くん。意地悪だとは思わなかったけれど、私が誰とでもこういうことをする女だとは思われていないようだから安心した。

「──そんな心配なんて掻き消えるくらいに、感じさせてあげるね」

「ふ、ぁ……んんんっ……！」

　尖った胸の先を山野辺くんが咥えた。ちゅっ、ちゅっ、と音を立て、舌を宛がいながら優しく吸い立てる。

「きれいな身体だから、歯を立てるのも躊躇しちゃうけど……少しだけ、ね」

「あぁっ……ん、ぅっ……」

　かり、と頂に歯を立てられたら、思わず細かく身を震わせてしまう。その場で微かに電気が流れるみたいな淡い刺激が心地いい。

「ここ、気持ちいい？　もっとかわいい声聞きたいな」

「やぁっ……恥ずかしいっ……」

「大丈夫。僕だけしか見てないよ。君の感じてる顔も、きれいな身体も」

　指先で反対側の膨らみの先端をきゅっと摘み、扱かれると、それも毛色の違う刺激になる。動作に合わせて揺れる豊かな膨らみを、彼が時折掬うように撫でる。

「もともと肌がきれいだったけど、エステに通ってもらってるせいかもっと触り心地がよくなった気がするよ」

「それって……山野辺くんにしかわからないこと、だよね」

　変化に気付けるのは、この一ヶ月に渡って私の身体に触れている人だけ。つまり、私のほかには山野辺くんしかいないことになる。当然、私自身も肌がすべすべになってつやが出てきたな、とか、顔がワントーン明るくなったかも、と効果を感じてはいるけれど、ビフォーアフターを知っている第三者に改めて言われると、説得力が増す。

「そうだね。僕だけの特権かな。というより、そうじゃなきゃすごく嫉妬してしまうからね」

　すりすりと、尖った頂を擦られる。触れ方を変え、圧を変え、快感に変化が生じるように。短い喘ぎをもらす私に時折視線をくれながら、彼が真面目な顔で続ける。

「もしもの話だけど……君が他の男と、って考えたら、冷静でいられる自信がないな」

「そ……そんなこと絶対にありえないから、大丈夫だよ。私、山野辺くん以外の男の人に興味持たれたこと……ないから」

　悲しいことに、女性扱いされるどころか、その他大勢にも換算されることがないから、そんな想像は巡らせたこともなかった。山野辺くんのほかに、いいな、とか、素敵だな、と思える人もいないし。

「香蓮は魅力的な女性だからね。仮に今までそうだったとしても、君の変化に気付いて、素敵だと感じている男は確実に増えているはずだよ」

　無用な心配であると暗に告げたつもりが、山野辺くんはいやに自信を持って、こちらに顔を向け、薄く微笑む。

「僕、結構重い男だよ。中学の片想いを引きずって、相手を執念深く探し出して……振り向いてもらおうとしてるくらいだからね。浮気なんてされたら、その男のこと、殺しちゃうかも」

　──殺しちゃうかも、と言ったときの表情が、笑っているのに少し、いや、けっこう怖かった。

「──あ、もちろん社会的に、って意味だよ。本当に殺したりなんてしないよ」

　なんと返答すればいいのか迷っていると、すぐに彼のほうがカラッとした笑顔で笑い飛ばした。それでもじゅうぶん怖いんだけど──と思ったけど、口には出さないでおく。

　……でも、そこまで私を想ってくれてるわけだから、やっぱりうれしい──かな。

「って感じに、なりふり構わなくなくなるくらい、香蓮のことが好きなんだよね。早く、全部、僕のものにしたい」

「んんっ……ぁ、ぅっ……」

　抱いた愛情を注ぎ込むと言わんばかりに、左右の膨らみを逆にしてまた愛撫される。舐められ、扱かれ、擦られ、転がされ──気持ちいい。頭のなかがどんどん、快楽を追及するモードに移行しているみたいだ。

「身体は少しずつ僕なしじゃいられなくなってきてるかな、と思ってるんだけど……」

　刺激によって赤く色づく頂を甘噛みしながら、彼の手がさらに下へと伸び、ワイドパンツを脱がされる。一枚一枚、着実に剥がされていき、身にまとっているのはショーツだけになった。

　彼の手が、フロントの白い飾りリボンからクロッチにかけてを指で撫でた。

「あはぁっ……そこっ……擦っちゃやだっ……」

　私の身体が小さく跳ねた。布越しの刺激であるのに、下腹部がむずむずしてしまう。

「どうして？　……とろとろに溢れてるのがバレちゃうから？」

「っ……！」

　図星を突かれて言葉に詰まった。

　ショーツのなかは、山野辺くんが少しずつ与えてくれた悦びによって劣情が溢れ、クロッチに染みを作ってしまっているだろう。

「確かめてあげるね。下着下ろすよ」

　「やめて」と止めるよりも先に、するりとショーツを抜き取られてしまった。剥き出しになった秘裂は、快感を示す蜜によってぬかるんでいる。

「──ほら、やっぱり。入り口、ぬるぬるで……すぐ指挿入っちゃいそうだね」

「あぁっ……！」

　予想通り──と言いたげな山野辺くんは、ぬかるみに人差し指と中指を擦り付け、人差し指を入り口に宛がった。その勢いのままに、ゆっくりと指を突き入れる。

「やっぱり挿入っちゃったね。えっちなことに身体が慣れてきてくれたおかげだね」

　すんなり受け入れたことに気をよくして、彼はいったん人差し指を抜くと、今度は中指と一緒に押し込んだ。

「あ、んんっ……あ、あっ！　なか、擦れ、てっ……！」

　内壁を掻き分け、擦られる感覚に背中をしならせる。自分の声が、自分のものじゃないみたいに震え、媚びたニュアンスを含んでいることに、より羞恥を煽られた。

「香蓮の気持ちいい場所もいじってあげないと。ここ、大好きだもんね」

　二本の指を秘裂に埋めながら、ここ、と親指の腹で撫でたのは、恥丘の下に潜んだ秘芽だ。先週も山野辺くんに触れられて、擦られて、ときには吸い付かれたりもして──あられもない声を上げた挙句に、あっけなく果ててしまった場所。

「んぁああっ……！」

　この小さな粒に触れられると、抗いようのない強い愉悦が襲ってきて、我を忘れそうになる。

「ここ以外にも女性だけの気持ちいい場所があるんだよ。お腹側にある……」

「っ、ぁはぁっ……！」

　人差し指と中指を揃え、ゆっくりと抽送を始める。お腹側に鉤型に曲げた指先が、あるところに触れると、思考が停止しそうになるほどの激しい悦楽が弾ける。

「それ、だ、めぇっ……！」

「気持ちいいよね？　腰揺らしちゃって……もっと擦ってほしいの？」

「あぁ！　やぁんっ……！　ち、ちがっ……！」

「もっとしてほしそうに僕のこと見つめてくるくせに。でもそういう奥ゆかしいところも好きだよ」

　私を追い立てようと、指先の抽送が速まる。と同時に、気持ちいい場所に当たる間隔も狭まって──私は無意識のうちに腰を突き上げていた。

「だめぇ、それ強いのっ……！」

「強い刺激のほうがイきやすいでしょ。僕、君に気持ちよくなってほしいんだ」

「はぁっ、ぁあっ……！」

　──だめ、こんなの……ずっと気持ちいいのがはじけて、絶対、変になっちゃうっ……！

「なにも考えなくていいよ。香蓮。ただ気持ちよくなって」

　いちど立ち止まってクールダウンしようとする私を体よく無視して、山野辺くんは閃光のような眩い快感を与え続けてくる。ぐちゅぐちゅとさらに激しく上下に搔き混ぜると、滑り気の強い蜜が入り口の縁から溢れ出てきて、淫靡で濃い香りを放つ。

　悦楽に意識を乗っ取られる、と思った。それしか考えられないし、感じ取れない。私の身体がおかしくなってしまったみたいに。

「あ、わ、たしっ……私、もうっ……！」

　圧し掛かってくる快感が大きすぎて到底抱えきることができない。だからなのか、全身に力が入った。両手両足で自重を支え、天井に向かって大きく胸や腰を突き上げるみたいな体勢で──そのときを迎える。

「んんんんんっ……！」

　ぱちんと音を立てて、水風船が弾けた。そんなイメージで、悦びが頂点に達するとしばらくそのままの体勢で小刻みに身体を震わせ、余韻を味わった。それから張り詰めていた全身が弛緩して、ベッドに崩れ落ちる。

「身体がくがく震わせて、かわいかったよ。しっかりイけたみたいだね」

　私を労わるかのように前髪や頬を撫でながら、彼はサイドテーブルに置いてあったティッシュで汗ばむ額や首元を軽く拭いてくれる。

　──すごかった。なかを触って果てたのはこれが初めてだ。快感の質が全然違う。こんな激しい愉悦を何度も味わっていたら、本当に気が変になってしまいそうで、ちょっと怖いとすら思えてくる。

「香蓮がこんなえっちなイきかたするから……僕も……こんなに」

　山野辺くんの表情からは余裕が消えていた。本能的な欲望の滲んだアンバーの瞳で私をじっと見据えたあと、ワイシャツとスラックスを脱ぎ払う。

　一見細身の印象であるのに逞しい胸や腹部を露にしつつ、私の上半身をそっと抱き起した。

「……これ、触ってくれる……？」

　山野辺くんの手が私のそれを取って、彼の下腹部に導く。ボクサーショーツ越しに、くっきりと形がわかるくらいに、彼の怒張が浮き上がっている。触れると熱くて、硬くて…どく、どく、と脈打っているのがわかった。

「僕も一緒だよ。少しも触られてないのに、期待して……反応して」

　私を愛撫して、痴態を見せつけられていただけで、こんな風に欲情してくれた、ということだ。そう意識すると、自身の下肢からとろりと熱いものが滴り落ちる感覚がした。

「すごいでしょ？　さっきからずっとこのまま。……香蓮がほしい、香蓮を愛したいって」

「山野辺くんっ……」

　ボクサーショーツのなかで、逞しく微かに震えるそれは、まるで生き物みたいだ、と思う。

「苦しそう……」

　なかの熱は生地を押し上げて、今にもはち切れんばかりだ。早く解放してあげたいという感情に駆られる。

「脱がせてくれないかな」

「わ、私が……？」

「うん」

「…………」

　こともなげに提案されて、心臓が早鐘を打つ。こんなに近くで男性のそれを眺めることなんてないわけだから、どうしても緊張して、躊躇してしまう。

「わ……わかっ、た……」

　それでも、山野辺くんが望んでいることなら応えてあげたい。私は頷くと、ごくりと唾を飲んでからボクサーショーツのウエスト部分に手をかけた。少しずつ、下着を下ろしていく。

「っ……！」

　太股の付け根くらいまで下ろしたところで、ぶるんと怒張が飛び出てきた。赤黒く、幾筋も血管の走る幹。少しくびれた先にはそれこそ生き物の頭のように、つるんとした質感の切っ先が見える。

「すごい……お腹に、ついちゃいそう……」

　彼のそれは、真上を向きそうなほど意気盛んに反り返っていた。付け根にある袋状のかたまりが張り詰めて見えるのも、割れた先っぽが光って濡れているのも、彼がそれだけ長い時間に渡って生理現象と闘っていたからなのだろう。

「我ながら、こんなことになってるとは恥ずかしいけど。お預けを食らった犬の気分だよ」

　山野辺くんは自嘲的に笑ったあと、ナイトテーブルの上に置いていた避妊具を手早く装着する。

「……ごめん、もう我慢が利かない。今度は僕のでイかせたい……」

　額に、頬に、唇に……情熱的にキスされる。じれったそうにつぶやいた山野辺くんは、自分の上に抱き合うような形で私を乗せた。

「そのまま腰を落として──」

　濡れそぼった入り口が、猛々しい屹立を少しずつ飲み込んでいく。

「んはぁっ、ぁっ──ぁああっ……！」

　自分の重さが加わる分、いつもよりも深いところで彼を迎え入れられるような気がする。擦れる場所もいつもとは違って──気持ちいい。

「っ……相変わらず、キツいけど……馴染んできてくれたのかな。なかが……吸い付いてくる感じがしてっ……気持ちいいよっ……」

　喜悦に酔いしれ背中にしがみつく私を支えてくれながら、山野辺くんもまた、快感に小さく喘いでいる。

　馴染んでいるのはそうだと思う。初めては痛い思いをしたけれど、山野辺くんのケアのおかげか、二回目以降、圧迫感は消えないものの、ほぼ痛みを感じずに済んでいる。

「いちばん奥まで届くの……っ、わかる……？」

　下から緩く突き上げながら、山野辺くんが訊ねる。

「──あぁ、それ、やぁあっ……！」

　深々と接合しているせいで、長く逞しい彼の先端が行き止まりまで到達する。その窄まりを身体を揺らすたびにとん、とんと刺激されて──甘く切ない、鋭い感覚が下肢を包んでいく。

「いやって反応じゃないのにね。……こうやってっ……擦れるよう押し込まれると……頭の奥がしびれて、気持ちよくなっちゃうでしょ……？」

「んんっ、んはっ……きもち、いぃっ……！」

「素直に言えてえらいね。なか突かれながらキスしたら……もっと、気持ちよくなるよっ……」

「んっ──んんっ……！」

　奥を突かれながら交わすキスは、何度も角度を変え、唇同士を重ね合わせ、ねっとりと舌を絡ませるもの。上下の口を塞がれて、目の前の快楽を貪っている。

「奥を突くたびにびく、びくって痙攣してる。気に入ってくれたんだね、ここ」

　唇が離れるわずかな合間に、彼が呼吸を乱しながら訊ねた。

「らってっ……これ、き、もちよすぎ、る、からぁっ……！」

　頭がぼやっとして、ろれつが回りにくい。下肢で刻まれるリズムに時折邪魔をされながら必死に答えると、それを見つめていた山野辺くんがふっと笑う。

「今すごくえっちな顔してるよ、香蓮……」

「みないでぇっ……」

「かわいい。かわいすぎるよ。……いい？　その顔は絶対他の男に見せちゃだめだからね……？　こんなに無防備でいやらしい香蓮の顔を見られるのは……僕だけだよ」

「やま、のべ、くんっ……だけぇっ……」

　鼻先をくっつけて、独占欲丸出しの甘い台詞を紡がれると、そうであったらうれしいと思う。そして興奮に満ちた彼の顔も──私だけに見られる権利があるなら、どんなにいいだろうか。

「もっともっと蕩けさせて……いよいよ僕なしではいられなくしてあげたいね……」

「あぁあああっ……！」

　片手でしっかり腰を支えてくれながら、胸の膨らみを揉みしだかれる。こりこりと勃ち上がる先端を転がしながら、彼の律動がさらに大きくなった。快感の経路が増えれば、そのぶんだけさらに気持ちよくなれる。相乗する悦楽に、私は無意識のうちに大胆に、大きく、腰をくねらせる。

　……だめ、それっ……もう──

「……来ちゃうっ……んんんんっ……！」

　山野辺くんの下腹部に秘裂をぐぐっと押し付けた刹那、私は喘ぎを噛み殺しながら達した。

「なかが収縮して……イッちゃった？　でももう少しだけ頑張って。……僕もそろそろ、イけそうだからっ……」

　まだなかが痙攣しているというのに、収まるまで待てないとばかりに、繋がったまま腰を抱えられた。そのまま身体をベッドに沈められ、再び抽送が始まる。

「あっあっあ──すご、いっ……！」

　私を上に乗せたままでは律動しづらかったのかもしれない。体勢を変えると彼は勢いを増し、私のお尻が撓むほど腰を激しく打ち付けてきた。

「気持ちいい……香蓮のなか──行かないで、って絡みついてくるみたいっ……！」

　最奥をノックされるのも気持ちいいけれど、内壁をぐりぐりと刺激されるのもすごくいい。彼の動きに合わせて、淫らな嬌声が止まらなくなる。

「ほんとに、だめぇっ──なか、感じ、すぎちゃ……んんんっ……！」

　身体が熱い。彼に突かれて、解されて。このままぐずぐずに蕩けてしまいそうだ。

「ちゃんと僕の手、握ってて──大好きだよ……」

　山野辺くんが体側に放っていた手を取り、指を絡める。身体を貫く強烈な悦びとは違う、胸の奥がぽかぽかと温かくなるよろこびに、涙がこみ上げてきそうになる。

　──この手を握って、彼に受け入れてもらう権利があるんだ。今の私には。

「私も好きっ……山野辺くんっ──ぁあああっ……！」

　二回目の絶頂は急ぎ足でやってきた。力強く穿たれながら、山野辺くんは私の胸元に顔をうずめて、片方の頂を甘噛みする。心地よい喜悦が線香花火のようにぱちぱちと弾ける。

「っ～～～……!!」

　それを合図にして快感のメーターが振り切れた。私はまた全身をびくびくと震わせると、高みに攫われた。

「香蓮っ……！」

　絶頂の収縮で、彼も果てたようだ。しばらくの間動きを止め、私たちはお互いに恍惚の余韻に浸る。

「愛してる、香蓮……」

　やがて、呼吸を整えた山野辺くんが私にキスをした。カッコいい人は、至近距離で見つめても粗がない。堀の深い顔立ち。清潔感のあるきれいな肌。吸い込まれそうなほどきれいなアンバーの瞳。

　……この人に愛されてるんだ、私。

「山野辺くん……」

　彼に必要とされている。その想いが、ゼロどころかマイナスだった私の自尊心を、少しずつ増していってくれているのだろう。

　私は愛おしさを募らせつつ、重ね合わせた手のひらの温かさを確かめていたのだった。
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「推理小説？　それって面白いの？」

　中学三年の夏の、ある日の昼休み。図書室の窓の外では忙しくセミが鳴いている。その声を聞きながら、僕は正面に座るクラスメートの女の子の手元を見て、そう訊ねた。彼女の手元には読みかけの文庫本が開かれている。

「う、うん……私は」

　すべてにおいて控えめな彼女──岩井香蓮は、たまに声が聞き取りにくいときがある。でもその微かな声音が愛らしくて、実は好きだ。

「へぇ、なにかオススメはある？　初めてでも、読みやすそうなもの」

「えっと……うーん、そう、だなぁ……」

　僕のオーダーに、香蓮は読んでいた本を律儀にいちど閉じてから、立ち上がって本棚の並ぶ場所に向かった。ほどなくして、文庫本を一冊持って帰ってくる。

「……これなんか、どう？」

　図書室の硬い木の椅子に座り直した香蓮が、手にしていた本を僕に向けて差し出した。題字だけのシンプルな表紙だ。

「短いお話がいくつか入ってて……読みやすいと思う。好きじゃない感じだったら、そのお話だけ飛ばせばいいし……」

　つまり短編集のようだ。受け取ってやや薄めの本のなかをぱらぱらと捲ってみる。確かにひとつあたりの話が短くて、飽きずに読めそうだと感じた。

　小説本は嫌いじゃないけど、夏休みの読書感想文の時期でしか読む機会がない。そういう自分にはぴったりのボリュームと内容である気がした。

「ありがとう。借りてみる」

「その作家さん、私、好きで……気に入ったら個人的に貸したりもできるし……その、もしそうなら、遠慮なく言ってね」

「うん」

　香蓮のうれしい申し出に、僕はこの本を読みたいという気持ちが何倍にも増した。

　──そうか。これを読み終われば、その先を彼女から借りることができる。彼女と、さらに接点を持つことが出来るのだ。本の内容がどうだったとしても、そちらのほうがずっと魅力的に感じた。

　香蓮と過ごすこの昼休みを毎日楽しみにしているのを、彼女はきっと知らない。

　彼女といるととても癒される。相手の気持ちを慮って、ゆっくりと言葉を慎重に選びながら話す姿に、もともと好印象を抱いていた。クラスメートのなかには、勢い任せで暴言に近い言葉を平気で口にする人がいる。悪口はあまり聞きたくない性質だから、香蓮のそういう気遣いが素敵だと感じていた。

　クラスの女子はなにかにつけて僕のことを持ち上げてくれるけれど、僕の見てくれを褒めてくれるばかりで、僕自身に興味を持ってくれているとは感じにくかった。だから、言い方は悪いけれど追いかけられることに辟易した。

　逃げ場を探していたとき、図書室で本を読む香蓮を見つけた。彼女もクラスの女子のひとりだけど、僕を見つけて黄色い声を上げたり、必要以上に身体をくっつけてきたりしない。話をするときも、きちんと僕の内面に向かって話しかけてくれる。

　香蓮といると、温かいお茶を飲んだときのように、ホッと安心できる感じがする。いつの間にか、昼休みは彼女がいる図書室で過ごすことが定番となっていた。クラスの女子も、まさかここに僕がいるとは思わなかったらしく、転校が決まった秋までバレることはなかった。

「……もっと一緒にいられたらいいのに」

　──昼休みだけじゃなくて。放課後とか、休みの日とかも。校外で香蓮とふたりでいる自分を想像すると、それだけで心が温かくなった。

「えっ？」

　うっかり心の声が出てしまい、僕はごまかすみたいにして笑う。

「なんでもないよ。ごめんね、読書の邪魔して。続き、読んで」

「……？　う、うん」

　不思議そうに首を傾げたけれど、香蓮は素直に手元の本を開いて読み始めた。

　僕は勧められた本に目を通すふりをして、彼女の顔をこっそり見つめる。読書が好きというだけあって、その目はとても真剣だ。……相変わらず、かわいい。

　香蓮のことが好きだ。でも気持ちを彼女に伝えても、警戒されてしまうだけだろうから、まだ告げるつもりはない。

　だけどいつか、僕たちの距離が少し縮まったら、思い切って伝えてみるつもりだ。

　告白なんて生まれてはじめてだ。香蓮は僕の告白になんて答えてくれるのだろう？

　そんな妄想が現実になるまえに、僕は日本を去ることになるのだけど──




　僕の腕のなかで香蓮が眠っている。彼女とベッドで過ごしていると際限なく求めてしまうから、申し訳なく思う。けれど、ずっと想い続けた大切な人が自分のそばにいてくれるという幸福感に、衝動を抑えることができなかった。それが再会して何度目かの逢瀬だとしても。

「香蓮……」

　前髪をそっと撫でながら、愛しい人の名前を呼ぶ。

　この人と過ごした時間が忘れられなかった。環境を変えて、出会う人たちが変われば、自然と彼女との記憶も薄れていく。そう思っていたのに、実際は逆だった。違う誰かと一緒にいればいるほど、香蓮が恋しくなる。もうあれから十年以上経っているというのに、彼女と過ごした図書室の机や椅子の感触すらはっきりと覚えていて──それくらい、僕のなかで香蓮という女性は強烈な存在感を放って、心の中心に居座っていた。

　だから友人たちと事業を始め、再度国内に戻ってきたタイミングで、香蓮を探そうと決めた。当時のクラスメートにひとりひとり電話やメールを入れたけれど、香蓮には特別親しい友人はいなかったようだから、みんな彼女のその後を知らなかったために、連絡先を入手することは叶わなかった。

　もう難しいかと諦めかけたとき、親同士が未だに交流があるというクラスメートのひとりから、香蓮の現在の勤め先の情報を得ることができた。調べてみればカタログギフトの会社ということで、僕らの事業とも親和性が高い。いっそ、仕事の話をする口実で、会社に立ち寄らせてもらおう。運がよければ香蓮に会えるかもしれない。

　契約はすんなりまとまった。あとは香蓮を探すのみ。会社のなかを覗かせてほしいというお願いに、担当者の男性は快く応じてくれた──そこで、香蓮を見つけた。

　十年以上、募りに募らせた想いが弾けて、思わず彼女を抱きしめてしまったのは反省している。でもそれくらいうれしかった

　香蓮はいい意味であのころのままだった。でも、一緒に食事をしてみて、あのころにはなかった卑屈さというか、諦観というか……そういうものを感じずにはいられなかった。

　彼女はそのままでも素敵な人だけど、彼女自身がそう思えないのなら、思えるような手伝いをしたい。それで自身の美容サロンを紹介することにした。

　結果、紹介してよかった。香蓮はみるみるうちに洗練されて、よりかわいらしくなったし、雰囲気が明るくなった。彼女自身も、この変化を気に入ってくれているのだろう。

　僕たちはお互いに想い合っている。そう信じているけれど、香蓮がきれいになればなるほど、周りの男が彼女を放っておかなくなる。それが心配でたまらない。

　柔らかな茶髪に触れながら、つい先刻のやり取りを思い出した。

　自分でも恥ずかしくなるくらい、嫉妬心を露にしてしまったかもしれない。まだ少なくとも今は、香蓮を束縛する立場にないのに……この髪に、頬に、唇に、別の男が触れることを想像しただけで、胸が苦しくなる。

　──香蓮。やっと探し出した、僕の愛しい人。誰にも取られたくない。これからも君と、ずっと一緒にいられたなら。

　逢瀬を重ねるほどに、彼女に対する愛情が増していく。心地よいまどろみに誘われ、僕は香蓮のとなりで瞳を閉じた。
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「美華ちゃん、香蓮ちゃん、そろそろランチ出るけど平気？」

　昼休みを迎えたオフィスの一角。尾畑先輩が財布を持ってデスクから立ち上がり、うしろを振り向いて訊ねる。

「だ、大丈夫です」

「私も大丈夫です」

　私と品川さんが、それぞれデスク脇に置いている通勤用のバッグから財布を取り出し、席を立つ。

「よし、じゃ行こっか～。今日はみんな何の気分？」

　すでに小さなバッグを片手に準備万端だった坂東先輩が伸びをしながら言い、私たちふたりに視線をくれる。

「私はなんでもいいですよ。香蓮ちゃんは？」

「……じゃあ、私は、あの……お蕎麦屋さんがいいかな、と」

「ＯＫ。お蕎麦屋さんね。混んじゃうから早めに席取ろっ」

　快くうなずいてくれる尾畑先輩。私の意見がすんなり通り、エレベーターホールに向かって歩き出す。

　にぎやかで近寄りがたかった尾畑先輩と坂東先輩は、きちんと話してみると案外気さくで、私を特別に悪く思っていないことがわかった。

　というのも彼女たちは、話しかけたときの反応の悪さで、私が彼女たちを嫌煙していると思っていたらしい。そうではなく、テンポのいい会話が苦手であることを白状したら、「気付かなくてごめんね！」と爽やかに謝られた。そこからは距離感がぐっと縮まったような気がしている。

　人生のなかで、初めてグループというものに入れてもらえてうれしい。自由時間に行動をともにする人がいるのは、ちょっと気を使わなければいけなくて煩わしい面もあるけれど、心強いし気分が華やぐ。なにより、今まで外から見ているだけだった会話に参加できるという楽しさがあった。

　この状況に順応できたのは、少しずつ自信がついてきたからだ。見た目を整え、山野辺くんに愛されていると実感し、自分に対する信頼を築くことができたからこそ、先輩がたや美華ちゃんとも臆することなく会話ができるようになった。まだ「こんなときなんて言えばいいんだろう？」と考えるときもあるけれど、これまでの自分からしてみればかなり大きな進歩と言える。

「香蓮ちゃん、このリップどう？」

　品川さんがささっと私のそばに寄ってきて訊ねる。彼女の唇は、フレッシュで赤みの強いオレンジ色に彩られている。

「か、かわいいよ。品川さんに似合ってると思う」

「ありがとう。香蓮ちゃんに紹介してもらったＳＰＢＳのメイクアップスタジオでオススメしてもらったの」

　感想を述べると、品川さんがうれしそうに微笑んだ。

　私と品川さんの関係も大きく変わった。先輩たちとの間で誤解が解けたあとも、しばらく品川さんがツンとした感じに見えたのだけど──ある日のランチ前、資料室に呼び出され、謝られた。

『今まで変な態度取っちゃってごめんね！　私、急にかわいくなった香蓮ちゃんがすごく妬ましくて……羨ましくて。大人げなかったよね、反省してる』

　私の変貌ぶりに嫉妬したのだという。まさに、丸山さんの言う通りだったというわけだ。

『香蓮ちゃん、同期だから仲良くしたかったのに、距離置きたそうにしてるから、私のこと嫌いなんだと思ってて、傷ついて……私と同じように傷ついたらいいって。そういうのが普段、態度に出ちゃってたと思う。でも、本当は違うって知って……都合がいいけど、やっぱり仲良くしたいって思ったよ』

　もともと品川さんは、私と親しくなりたいと思ってくれていたらしい。だけど私は、今までの経験から無意識に距離を取りすぎてしまったのだろう。彼女は、私がただ臆病で話し下手であるということを理解してくれて、連絡先を交換した。メッセージをやり取りするなかで『香蓮ちゃんはどうしてそんなにきれいになったの？』と訊ねられたので、ＳＰＢＳのサロンを紹介した次第だ。ＳＰＢＳでは私みたいにトータルコーディネートも請け負いつつ、特定のサロンを単独で利用するコースもあるから、お試しでひとつ申し込むことにしたらしい。

「──今度はエステも申し込んでみようかな。友だちがきれいになった場所だから安心して利用できるよね」

「……う、うん。よかったら……品川さんも使ってみて」

　友だち。ずっと憧れていた響き。彼女にとって、私はそういう存在になれたんだな、と胸が熱くなった。もちろん、まだ深い仲になれたとは思っていないけど、これからそうなれる可能性はじゅうぶんにあるだろう。

「あと、『品川さん』っていうの、他人行儀で嫌いだな。業務外は先輩たちみたいに名前で呼んでよ」

　友だち認定してもらった品川さんから、さらによろこばしいことを要求してもらう。

「う、うん……美華、ちゃん」

　誰かを名前で呼ぶなんて、いつぐらいぶりだろう。……遥か記憶の彼方だ。

「ちょっと緊張してるでしょ。面白いね、香蓮ちゃんって」

　気恥ずかしさが滲んでしどろもどろになる私を見て、美華ちゃんがおかしそうに笑った。

　からかうような感じじゃなく、「仕方ないなぁ」というような温かさが感じられる笑い。

「早く早く～、もう来てるよー」

「はーい」

　一足先にエレベーターホールについた先輩たちが昇降機のなかから呼びかけてくる。フロアを出るところだった私と美華ちゃんは、急いで乗り込んだのだった。





　◆◇◆






「岩井さんってモテそうですよね」

「……えっ、全然です。モテたこと、ないです」

　ＳＰＢＳ系列のネイルサロンにて、担当の田た島じまさんからまったく身に覚えのないことを言われて、思わず両手をぶんぶんと振ってしまいそうになった。

　──いけない、いけない。今は施術中なんだから。おとなしくしておかないと。

「えー本当ですか？　男性受けめちゃよさそうですけどね。美人だし、おしゃれだし。それにおしとやかそうで」

　金に近い長い茶髪と、ばっちりつけまつげをつけた派手なメイクの田島さんは、私よりも若いのでは、と思う。見た目もだけど、喋り方でもなんとなく伝わってくる。

「だとしたら、全部ここのトータルコーディネートのおかげですよ。感謝しかないです」

「そうだったんですね。じゃ、周りの反応変わったでしょうー」

　脳裏に浮かんだのは、尾畑先輩と坂東先輩、美華ちゃん。あと、それと──ある日のランチでの、坂東先輩の話。

『営業部の男の子にね、「発送センターにめちゃくちゃかわいくなった子いるよね。今度合コンセッティングしてくださいよ」って頼まれたんだけど、どうする？』

　びっくりした。合コンとか、紹介とかも、私の身に起こるとは思ってなかったから。もちろん丁重にお断りしたけれど……なんだか急に、世界が広がったような感じがした。

「……そうですね、はい。いい方に」

「ですよね～」

　私の言葉に、田嶋さんは間延びした返事で同調してくれる。私の中指の爪先をピンクベージュの色味で均一に塗りながら続ける。

「山野辺社長もよろこんでますよね。彼女さんがこんなにきれいになって、って」

「か、彼女じゃないです、私」

　──まだ、という言葉を必死で飲み込む。私と彼の関係性を、彼女に伝える必要はないと思ったから。

「──よく訊かれるんですけど、山野辺くんと私はただの同級生で」

　私と山野辺くんとの関係をそう見ているのは、田島さんだけではない。私がサロンにいる時間に合わせて、彼が様子を見に来ることがあるから、別の系列サロンでも私と彼が深い仲なのではと疑っている人は多いだろう。

　私自身、そろそろ彼女になる決心をしてもいいのかもしれない、と考え始めている。周りからの私の評価が変わり、それによってちょっとずつ自信を持てるようになったのだから、躊躇する必要はないのではないだろうか。

「え、じゃ岩井さんも違うんだー。誰が社長の本命なんだろー」

「本命って？」

「いや、社長ってあの顔でやり手だから、狙ってる女性が多いんですよね。施術しに来るアイドルとか、モデルとか。あと仕事関係者とか？　そもそも施術より社長目当てなことが多いんですよ。そのなかには、個人的に会ってる人もいるとか」

　「ここだけの話ですけどね」なんて声を潜めつつも、田島さんの声が楽しそうに弾んでいる。

「あんなにイケメンだから絶対本命の彼女いるじゃないですか。どこの誰なんだろうって、スタッフ同士うわさしてます」

　筆先が中指から薬指に移る。爪の表面に三本、まっすぐ線を引くように、隙間なく色を乗せていく。と、田島さんは小さくため息を吐いて見せた。

「──でも社長をオトせるなんて、神様から選ばれた人じゃなきゃ無理ですよね。顔もスタイルも性格も百点満点、みたいな。じゃないと、自分がつらくなっちゃうと思いますし」

「…………」

「あー、その神様に選ばれし人を早く見てみたいです～」

「……そう、ですね」

　彼女が私の爪先に集中してくれていてよかった。そうでなければ、私ががっかりしている顔を見られて、気を使われていただろうから。





　◆◇◆






　社則で派手なネイルは厳禁。それでも爪の形を整え、肌なじみのいいピンクベージュを乗せたジェルネイルは、品が良くてきちんとしている感がある。手元を見たときに気分も上がって、とても気に入った。

　田島さんからの『爪だけじゃなくて、手のケアもぜひしてください！　ハンドクリームは欠かさず塗ってくださいね』との忠告を守ろう、と心に誓った。

　全身くまなく整えて、みんなに褒められて──なのに気持ちが晴れないのは、山野辺くんの『本命』の話を聞いたからだろう。

　彼は素晴らしい人だから、モテるであろうことは想像できていた。でも、実際に話を聞いてしまうと不安に駆られる。

　そして──

『──でも社長をオトせるなんて、神様から選ばれた人じゃなきゃ無理ですよね。顔もスタイルも性格も百点満点、みたいな。じゃないと、自分がつらくなっちゃうと思いますし』

　わかりきっていたことを改めて言われて胸を抉られた。

　そうだった。彼は生まれながらのヒーローだった。付け焼き刃のヒロインの私では力不足なのに、私が自信をつけていくごとに釣り合うようになるのだ、という思い違いをしていた。それを、田島さんの言葉に気付かされたのだ。

　山野辺くんみたいに完璧な人とお付き合いしたら、自分の至らなさを痛感して、遠からずつらい思いをするだろう。

　いつも優しく、温かく見守ってくれる山野辺くんが好きだ。大好きだ。山野辺くんも同じ想いを抱いてくれているし、お付き合いしたいと願ってくれている。

　でも……本当にその想いに応えてしまっていいのだろうか？

　……どうするべきなのか、もうわからない。





　◆◇◆






　悶々としているうちに、週末が訪れた。最近はなにか特別なことがなければ、サロンのあと、彼とともに過ごす約束になっている。

　今日はヘアサロン。先日のカットが気に入ったので、毛先を整えてもらい、伸びた根元の分だけカラーをリタッチしてもらった。

　保湿効果があるというシャンプーの、ボタニカルな香りで心が幾分か軽くなった。

　このあとは山野辺くんとの食事の約束だ。彼に会いたいような、会いたくないような複雑な気持ちを抱くのは、これが初めて。

　もし彼のもとを去るのであれば、強い意思を持たなければだめだ。だって彼を目の前にしたら、絶対に失いたくないと思ってしまうだろう。その感情に打ち克つには強固な意思しかない。

　山野辺くんにヘアサロンにいることを告げると、サロン内にある応接室で待っていてほしい、と言われた。

　少し時間が空くので、それならば同じ建物のなかの百貨店で化粧品を見たいな、と思った。先日メイクアップスタジオで試したファンデーションが塗りやすくてよかったから、買い足しておきたい。あと、同じラインの化粧下地も。

　メイク用品なんてほとんど持っていなかったけれど、スタジオや美華ちゃんにおすすめされたものを買い集め、ポーチのなかがいっぱいになった。

　たかがアイシャドウパレットをひとつ買うだけでも、うきうきしてしまう。一か月前まで知らなかったし、必要がないと思っていた感情だ。

　この百貨店のコスメカウンターは一階に位置する。歩道に面した壁がガラス張りになっていて見通しがよく、都会的だ。

　ファンデーションを買い終え、十一階にあるサロンに戻ろうかと、エントランス付近のエレベーターホールに向かう。途中、なにげなくガラスの壁の向こう側を見た。

　エントランスの脇に、見慣れた黒い車が止まっている。黒はありふれたカラーではあるけれど、フロントのエンブレムは国内ではあまり見かけない。だからその人の車であると、すぐに直感した。

　車からその人が出てきた──山野辺くんだ。運転席から後部座席のほうに回り、ドアを開ける。

　思わず声が出そうになった。そこから出てきたのは、ものすごい美女だったから。

　袖の透けた黒いワンピースを着ている彼女は、いわゆる一般人とは一線を画した風貌だ。ハーフっぽく鼻筋の通った美しい顔立ちに、折れてしまうのではというくらいに細い腕とウエスト。それなのに胸には程よくボリュームがあり、スリットの入った裾から長い脚がすらりと伸びている。足元はシルバーのピンヒール。

　……この人、誰？

『社長ってあの顔でやり手だから、狙ってる女性が多いんですよね。施術しに来るアイドルとか、モデルとか。あと仕事関係者とか？　そもそも施術より社長目当てなことが多いんですよ。そのなかには、個人的に会ってる人もいるとか』

　田島さんの言葉が蘇る。サロンのお客さんだろうか。もしくは、仕事関係者、とか。

　でもなんで、山野辺くんの車から出てきたりしたんだろう……？

「えっ……」

　今度はしっかり声が出た。美女が一瞬、山野辺くんに抱き着いた。白い歯ののぞく笑顔が眩しい。山野辺くんのほうも、まんざらじゃなさそうな表情だ。

　美女はひらりと手を振って、建物と隣接している駅のほうへと向かっていった。彼も車を建物内の駐車場に入れるためか、もう一度運転席に戻って車を発進させる。

「…………」

　一連のできごとが頭のなかをぐるぐると回っている。

　美男美女でお似合いだったし、ふたりはただの知り合いという雰囲気ではなかった。抱き着いたりするには、それなりの親密さが必要だと思うのは、私がこれまでに気を許した人が極端に少ないせいなのだろうか。

　今の女性と個人的に会っている？　どんな知り合いなの？

　胸の内が不安で埋め尽くされていくのを感じながら、私はサロンに戻ったのだった。




　その夜、私は彼と初めて結ばれたシティホテルの、スイートルームの客室にいた。いつもならばどこかレストランで外食をとり、そのあと宿泊のために場所を移動するという流れなのだけど、彼は室内でルームサービスをとり、邪魔の入らない形でゆっくり食べたいのだという。「レストランだと、香蓮と離れていないといけないから」と。

　……そんなごく当たり前なことを真面目に言われても、とおかしくなって笑ってしまった。こんなに愛されているのになお、不安は黒い染みとなって広がっていく。

「今夜は元気がないね。どうしたの？」

　右どなりの山野辺くんが、私の顔を覗き込むようにして訊ねた。

　三人はゆうに座れそうな広々としたソファなのに、私と彼は身体を密着させるように腰かけている。ホテル内のレストランからオーダーした前菜やスープ、肉料理のメインディッシュを楽しみ、彼と身を寄せ合いながら食後のスイーツとコーヒーまで頂いている。

「……そんなことないよ」

「ううん、やっぱり元気がない」

「どうしてわかるの？」

　いやに確信に満ちた言いかただ。私が逆に訊ねると、彼は目の前のローテーブルからコーヒーの入ったカップを手に取り、一口啜った。

「当然だよ。僕は香蓮のことが好きだから。君のことなら、なんでも知りたいと思ってる」

　──なんでも知りたいと思うから、少しの変化にもすぐ気が付く、ということだろうか。彼はコーヒーカップをソーサーに戻してから、私の腰に手を回した。

「……山野辺くんにそんな風に言われたら、誰でも……好きになっちゃうんだろうね」

　「あなたのすべてを知りたい」なんて情熱的な台詞が相手に響かないはずがない。ましてや山野辺くんの言葉なら──なびかない女性はいないだろう。

「今日車に乗せてたきれいな人にも、同じようなこと……言ってるの？」

　ここで訊ねるべきかどうか、悩みに悩んで口にした。

「エントランスで車を止めて、きれいな女性を降ろしてたでしょう。そのあと……女性が抱き着いて、山野辺くんもそれを受け入れて──うれしそうで」

「……香蓮？」

　──思い出しただけで苦しい。彼の気持ちがあの美しい女性に向いてしまうかもと思うと、胸が張り裂けそうになる。

「ごめんなさい。私……やっぱり、山野辺くんとはお付き合いできない」

　私は腰に回っていた彼の手をそっと解き、膝の上に自身の手を置いてはっきりと述べた。

「山野辺くんにサロンを勧めてもらったおかげで、私自身はすごく大きく変われたし、少しだけど自信もついた。それに関しては……心から感謝してる。山野辺くんと再会して、強く勧めてもらわなければ、こんな自分には出会えなかったし……誰かを好きになることのよろこびも知れなかっただろうから」

　会社での居場所もできたし、友人になってくれそうな奇特な人も見つけた。今まで自分ひとりで完結していた楽しみや幸せを、誰かとわかち合う経験をさせてもらえてうれしかった。

「だけど……あなたの愛情を受け取れば受け取るほど、それがなくなるときを想像して……怖くなるの。山野辺くんの周りには、華やかで素敵な人がたくさんいて、それだけ出会いもある。そしたらいつか心変わりされるかもしれない」

　美容サロンという性質上、若くて美意識の高い女性が集まりやすい。そういう女性は、山野辺くんのような男性を放っておかないし、振り向いてもらおうと最大限の努力をするだろう。そうなったら、私を選んでもらえる自信なんてない。彼の気持ちは、その女性のほうへ傾いていってしまうだろう。

「私にはこれまで、友だちも恋人もいなかった。幸せを知らないでいたときよりも、知ってしまってそれを得られないときのほうがもっとつらい……そんな気がするの。だから引き返せるうちに、引き返したい」

　思いのたけを吐露しながら、気付けば私はぼろぼろと涙を零していた。

　私なりに考えて出した結論。失う前に手放す。これ以上彼との仲が深まってからでは、喪失感に耐えられそうになかった。今だって、本当は失いたくない。

「香蓮」

　手の甲で涙を拭おうとすると、彼がハンカチを差し出し、優しく名前を呼んでくれる。ハンカチを受け取り、そっと目頭を押さえる。

「普段、あまり自分のことを話さない君が、そうやって思いの丈をぶつけてくれるなんて、いい意味で意外だったよ。それもきっと、自分を磨く努力の成果なんだよね。うれしいよ」

　まだほんの少し涙の滴のついた目で恐る恐る彼を見つめると、普段となんら変わらない、優しい眼差しで私を見つめ返してくれた。

「……僕の気持ちは、そう簡単には変わらないよ。君は特別な人なんだ。あれから君以上に惹かれる女性には出会えなかった。僕の心のなかにはずっと君がいて……かたときも離れたことがなかった。必死の思いで君の居場所を探し当てて、そのとき僕がどんなにうれしかったか」

　山野辺くんは軽く目を伏せて、ふっと笑う。

「だからね、僕は簡単に別の女性によそ見したりしないんだよ。やっと探し出して気持ちが通じ合ったんだ。僕の心は一生、君のものだ」

　少し強引に、奪うように抱き寄せられると、山野辺くんは私の肩口に顔を埋めた。まるで、もう逃がさないとでも訴えるように。

「……車に乗せていた女性は、僕の大学時代の親しい友人のひとりでね。今は日本で女優の卵をしているから、うちのサロンを紹介したんだ。家が近所で、たまたま会って駅まで乗っていきたいってことだったから深く考えずに乗せてしまったけど──君に要らぬ誤解を与えてしまうなら、よしておいたほうがよかったね」

「……じゃあ、彼女が抱き着いてたのは？」

　腕のなかで小さくもがきつつ、私は顔を上げた。

「抱き着いてた？」

　心当たりがない──そんな表情で首を捻っていたけれど、彼はすぐに「ああ」とうなずく。

「……そうかもしれないね。僕たちにとっては挨拶、というか……深い意味はまったくないんだけど。心配させて、ごめんね」

「挨拶……」

　この数時間、張り詰めていた緊張の糸がぷつりと切れた。

　──そっか。アメリカの大学に通ってたんだもんね。じゃあ恋人同士のスキンシップとかではなくて、文化的なもの……？

　脱力感に襲われ、大きくため息を吐く。そして再び顔を上げる。

「ごめんなさい。私こそ、早とちりして、頭に血が上っちゃって……」

「いや、香蓮は悪くないよ。それよりも──僕が心変わりするかもって理由で、君が僕から離れようとしていたっていうほうがショックだよ。いつも過剰なくらい君が好きってアピールをしていたつもりだったけど、伝わっていなかったのかって」

「そ、そういうわけじゃないけど──」

　珍しく拗ねて見せる彼に慌ててしまう。早口に言い訳をしようとすると、それを唇で塞がれた。

「……いいよ。伝わらないならいくらでも繰り返し伝え続ける。君の心にも、身体にも、ね。改めて言うよ。僕とお付き合いしてください」

「本当に……私でいいの？」

「香蓮がいいんだよ」

　そうだ。いつだって彼はストレートに自分の気持ちを伝え続けてくれていたじゃないか。そして、揺らぐことなくまっすぐに貫き通してくれている。

　過剰に不安になるのは、彼の想いを疑うことと同義だ。幸せに耐性のない私は、すぐに「もしも」を想像してしまうけれど……彼を愛しているなら、まずは信じなければいけないのだ。

「……よろしくお願いします」

　承諾の返事を聞くや否や、彼の唇が再び近づいてくる。私は目を閉じ、彼とだからこそ味わえる甘美な口づけを交わし、惑溺のひとときへと向かったのだった。





　◆◇◆






「こ……これで、いいの？」

「うん、合ってるよ。……いい眺め」

　満足そうな彼が妖しく微笑み、ちろりと赤い舌を出して唇を舐めた。

　一糸まとわぬ姿になった私たち。山野辺くんはベッドの縁に腰かけていて、私は彼の膝の間で膝をついて座った。邪魔だと感じるくらいに大きな胸の膨らみを両手に抱え──その谷間に、彼のいきり立った剛直を挟んでいる、という、お互いに、なんとも恥ずかしい状態にある。

「真っ赤な顔して、かわいいね」

「だ、だって……こんなに近くに、なんて……緊張して」

　とはいえ、恥ずかしがっているのは私だけのような気もする。声を震わせる私に対して、山野辺くんは私をからかうみたいに楽しげだ。彼のほうだって大切な場所を私に見せつけている状況だというのに。

「いやだったら、無理しなくていいよ。香蓮がいやがることはさせたくないし」

「ううん、いいの。……山野辺くんが私になにかをしてほしいって言ってくれること、あまりないから」

　紳士な彼は、こういう行為の最中に私に対して要求をすることはない。「香蓮が気持ちよくなるのがいちばんだよ」と言ってはくれるものの、本当は物足りなさを感じているのでは、と危惧していたところだ。

「っ、熱い……」

　いつもに増して膨張している屹立を、下にひんやりとした脂肪の層が待ち受けるバストで怖々と包み込むとびくんと大きく跳ね、その熱をなおのこと強く感じることができる。

「香蓮が魅力的だからだよ。……その大きな胸で、気持ちよくして？」

「う……上手くできなかったら、ごめんね……」

　知識としてはあるけれど、実際に自分がするとなると勝手が違う。

「大丈夫。香蓮がしてくれるってだけで、僕はじゅうぶん気持ちいいから」

「……じゃあ、する、ね」

　山野辺くんは優しいからそう言ってくれるのだけど、経験の浅い私に彼をよろこばせられるとは思えない。少しでも快感を覚えてもらえるように頑張るのみだ。

　天を衝くような屹立を柔肉の間で揺らしてみたり、包んでみたりしながら刺激を与えていく。皮膚同士の摩擦が生じてはいけないと、慎重に、膨らみを押し付けるようにして。

「平気？　痛くない……？」

「痛くないよ、気持ちいい。……多分、唾を垂らせばもう少しスムーズに動くんじゃないかな」

「わ……わかった」

　──唾を出すなんて、ちょっと恥ずかしい。

　……と思ったけど、ここまで来て引き返すわけにもいかない。羞恥を押し殺し、何回かに分けて水あめを垂らすように唾液を塗しつける。それから、生温かい潤滑液を浴びた怒張を再度胸の谷間で抱き留め、唾液を塗り広げるみたいにしてやわやわと扱いていく。

「ど、うかなっ……」

「すごくいい……一生懸命な顔もそそられる……かわいいよ……」

　ぎこちなく手を動かす私の頭を、髪を、山野辺くんが撫で、愛おしんでくれる。

　恍惚とした声はどきっとするほどセクシーで、もっと聞きたい、という欲望に駆られた。私の手の動きに合わせてびく、びく、と小刻みに震える熱い塊は、鋼のように硬くなっている。本当に気持ちいいと思ってくれている証拠だろう。

「あの……ここ、口でしたら……気持ちいいの？」

　誰に言わされるわけでもなく、自発的にそんな台詞がこぼれた。

「気持ちいいけど……そこまではしなくていいよ」

「……どうして？」

「胸でしてくれただけで満足だから。君に、そういうことさせたくないんだ」

「…………」

　私のことを大切にしてくれるからこそなんだろうけれど、それでは私のほうの気持ちが収まらない。

　──私も、もっと山野辺くんに悦んでもらいたい。

「っ、香蓮!?」

　ふたつの膨らみで熱棒を愛撫しながら、間から顔を出す切っ先をぺろりと舐めてみた。またびくん、と反応するその部分は、ちょっとだけ、塩辛い味がする。

「……だって、いつも私には……その、口でしてくれるでしょ。だから、お返し。……私も、山野辺くんのこと……いっぱい気持ちよくしたい」

「んっ、く……！」

　艶めかしい吐息を聞くだけで、下肢が蕩けていきそうだ。

　──山野辺くん、気持ちよくなってくれてる……！

「今までは、山野辺くんに与えてもらってばっかりだったけど……私も少しずつ、返せるようにしていきたいの……」

「香蓮っ……」

　ちょっと低めの掠れた声に私の興奮も煽られる。舌を鈴口に宛がいながら、膨らみを上下させていく。

「いいよ、それ──舌突き出して、くびれたところとか、先のほうとか……舐め上げてっ……」

「う、んっ……！」

　最初は抗うそぶりを見せていたものの、次第に指示を出してくれるようになった。彼の言葉のままに、舌を突き出し、鈴口の曲線やくびれた部分を下で舐め上げたり、突いたりする。

「っ、はぁ……気持ち、いいよっ……！」

　私が愛撫するたびに、鈴口からは快楽のしるしが溢れてきて、唾液の代わりに潤滑液の役割を担ってくれている。私の汗も混じって、かなり滑りがよくなっているみたいだ。

　──確か、こういうとき……口のなかにアレを入れたりもするんだよね……？

　素直に反応してくれることがうれしくて、おぼろげな知識を実践してみたくなる。

「っ、ぁ……！」

　不意打ちを狙うように、谷間から飛び出てくる切っ先を、ぱくりと口に含んだ。柔肉での愛撫は上下から、両端から中心に向かって圧をかけるような動きに変える。

「だめだよ、それ、は──っ……！」

　性器だけでなく、腰まで揺らして山野辺くんが反応した。胸の膨らみの下側に、ぱんぱんに張り詰めた彼の陰嚢が当たる。

　──もっともっと、愉悦に興じる彼の姿を見たい。

　私は無我夢中で彼の先端を吸ったり、唇で扱いたりした。反面、ときには舌を宛がって上下に動かしたり、熱く硬いそれのどの場所がいちばん大きな反応を得られるのかを、冷静に観察したりもした。

「香蓮、それ以上したらっ……！」

　──いいの。山野辺くん、そのまま出してっ……！

　肩を押されてストップをかけられているにもかかわらず、私は愛撫を続行した。口に含んだ直後よりもさらに一層硬さを増しているものに舌先を絡めたり、頬張って頬の内側で擦ったりしているうちに──

「だめだって──……っ、あっ……!!」

「っ、ふぁっ……!!」

　口のなかに生温かい液体が放たれる。舌の真ん中でそれを受け止めて、喉奥に流れ落ちていくままに飲み下す。

「……もしかして、飲んだの？」

　肩で息をしながら、山野辺くんがためらいがちに訊ねる。

「うん……」

　ゆっくりと剛直を口から吐き出して、私がうなずく。

　正確に言うと、勢いにおどろいて飲み込んでしまった。独特の匂いと味には慣れないけれど、不思議と不快感はなかった。

「っ……ごめん、僕、なんてこと」

　彼は深くため息を吐くと、眉根をきつく寄せて落胆した。

「本当にごめんね。出そうになる前にやめてもらうつもりだったんだ。なのに──気持ちよすぎて、我慢できなくて……そのまま」

　彼にしては焦った口調で、心の底から後悔し、取り乱しているのがわかる。

「山野辺くんのせいじゃないよ。私がしたかったからそうしたの」

　途中で制止をかけられたのに、無理に続けたのは私だ。もとより彼を責めるつもりはなかった。

「山野辺くんに……琉偉くんに、いっぱい気持ちよくなってほしかったから」

「香蓮……」

　余裕のない彼の態度は貴重だから、悪いとは思いつつちょっとかわいくて笑ってしまった。そんな私の笑顔を見たからか、それとも名前で呼んだせいか。彼の表情も明るくなる。

「もう、琉偉くんの彼女になったわけだし……名前で呼んでも、いい、よね？」

「もちろんだよ」

　なにげなく視線を俯けると。視界にはどうしても精を吐き出したばかりの琉偉くんのものが映り込んでしまう。

「あ──また、こんな……」

　彼のそれは、たった今欲望を解き放ったとは思えないほど質量を増し、硬く勃ち上がっていた。

「香蓮に煽られたからね。自覚、ないの？」

「わ、私、そういうつもりで名前を呼んだんじゃ……」

　まさかこんなに早く回復してしまうなんて。当たり前ながら、そんな狙いもあるはずがない。たじろぐ私の腕をとって立ち上がった彼が、くるりと身体を反転させた。その勢いのまま私ともどもベッドに乗りあがる。スプリングの利いたベッドが心地よい。

「どういうつもりでもいいよ。香蓮、今度はちゃんと恋人同士のセックスをしよう？」

「……うん」

　──琉偉くんの彼女として、彼と結ばれる。私は本当の意味で、琉偉くんのものになろうとしているのだ。




「香蓮、きれいだよ。誰よりも」

　私のうえに覆いかぶさる琉偉くんが、私の唇を奪う。彼の唇は私のそれよりも少し薄いけれど、いつも熱くて心地いい。まるで、私への想いの強さがそこに表れているみたいに。

「琉偉くん……うれしい」

　ほんの少し前までは、自分以外の誰かの唇の感触とか、触れ合うことの気持ちよさなんて知る由もなかった。いっそそんな経験は、自分には必要ないとも思っていた。

　──琉偉くんと再会するまでは。

「僕はね、香蓮。こんなこと言うと疑われるかもしれないけど、少し前の君もすごくかわいいと思ってたよ」

「……うーん、ちょっと疑っちゃうかも」

　今の容姿をベタ褒めしてくれる人が多いということは、それだけ以前がイマイチだったと受け取ることができる。実際、外見をいっさい気にしていなかったので、ひどかったのだけど、そんな私を思い出補正抜きにかわいいと思っていたなんて、あり得るだろうか。

「言うと思った。でも、本音だよ」

　想定内の返事だったようで、琉偉くんがおかしそうに笑った。

「香蓮がより自分を磨こうと意識を変えて、自信を持ってくれたから……さらに輝いて見える、っていうのかな。今の香蓮のほうがキラキラして見える」

「うれしいけど……くすぐったいね」

　「キラキラしてる」って、丸山さんにも言われた言葉だ。そして、私が美華ちゃんに対して抱いていた印象も同じ。私が琉偉くんからもそう思われているとは、誇らしいけれど照れくさくもあった。

「これだけは覚えておいて。……どんな香蓮でも変わらず大好きだよ」

「ありがとう。私も、どんな琉偉くんでも好きだよ」

　琉偉くんの背景や容姿は素敵だと思うけれど、きっと中学時代のあの時間がかけがえのないものだったのが、彼を好きだと思う要因なのだ。

　両脚が割り開かれ、秘裂に彼の長い指先が触れた。

「ね……ここ、もういっぱい溢れてる……僕のを気持ちよくしてくれながら、一緒に気持ちよくなっちゃった……？」

「ぁんっ……だってっ……」

　触れていないのに蜜が滴る入り口に、彼が薄膜に覆われた剛直を押し付ける。前後に擦り付けられると。刺激を待ちわびている媚肉がひくひくと戦慄いた。

「香蓮はすっかりえっちになっちゃったね。……ここ、ものほしそうに震えてるよ？」

「いじわる……言わないでぇっ……」

「僕のと香蓮のが擦れて……すごく卑猥な音がするよ」

　彼の切っ先が秘裂の窪みをなぞるたびに、溢れた愛液がくちゅくちゅと音を立てる。聞いているだけで高ぶってきてしまいそうな、いやらしい水音。

「気持ちいい……それに、こうしているだけでも挿入っちゃいそうだね……」

「あぁっ、はぁっ！　……んん、ひぅっ……！」

　そんなこと言う割りには、勢いづいてなかに挿入らないように、緩くぬかるみのうえを滑らせるだけだった。張り出した傘の部分や鈴口付近の丸みを帯びた場所で、入り口の縁や襞を引っかけるだけの思わせぶりな刺激が続く。

　気持ちいいけれど──足りない。もっと、決定的な刺激がほしい。

「るい、くんっ……」

「どうしたの？」

「……わかってるくせにっ……」

　今日の琉偉くんはいじわるだ。私がどうしてほしいのかわかっているのに、わざと気付かないふりをしている。

「も……だめ、なの……私っ……」

「僕のを挿れてほしい？」

　ストレートな台詞に少し戸惑ったけれど、私は祈るようにうなずいた。すると小悪魔っぽく微笑んだ琉偉くんが、私の耳元でこう囁く。

「じゃあ、挿れてって言ってみて？」

「っ……無理だよっ……」

　──そんなの恥ずかしくてできるわけない。自分から求めるなんて。

「僕、香蓮におねだりされてみたかったんだよね」

「だ、だからってっ……」

　──無理なものは無理っ……！

　反射的に言葉にしてしまいそうだったけれど、琉偉くんの望むことならやっぱりしてあげたいと思うし、それに──私も、もう耐えられそうになかった。

「い……挿れてっ、琉偉くんっ……」

　恥ずかしさとドキドキで涙腺が緩む。勇気を出して求めてみると、こちらを見下ろす彼が優しく瞳を細めた。

「いじわるしてごめんね。香蓮の困った顔も、かわいくて好きだよ──」

　ものほしそうに戦慄く入り口に、切っ先を宛がう。ゴムのつるんとした感触に擦られながら、それが肉壁を広げて侵入してくる。

「んんんっ……！」

　すっかり蜜の馴染んだ隘路を、いきり立つ剛直が進んでいく。一気に根元までを呑み込むと、深く腰を押し付けて、琉偉くんが深呼吸をした。

「そんなにほしかった？　なかが吸いついて……気持ちいい……」

「言わないでっ……！」

　膣内で彼の形がありありとわかるのは、それだけこの屹立を弾力のある壁で圧迫しているからなのだろう。力を入れているつもりはないのに、無意識のうちに締め付けてしまっているのは、自分で思っている以上に激しく彼のものをほっしていたからだろうか。

　──恥ずかしい。本能のままに淫靡な欲求を満たそうとするなんて……。

「あぁ……これ、僕……もたないかも……すぐ出ちゃいそう」

「ふ、ぁあぁ……！」

　彼が身体を揺するだけでも、奥に届いた切っ先が行き止まりを刺激して、歓喜の声が抑えられなくなる。

「いつもよりも興奮してる？　なかがぬるぬるしてて、動きやすいからっ……ちょっと動いただけでも、すごくイイんだよねっ……！」

「ぁ、んあぁっ！　だめ、動いちゃ……！」

「挿れてっておねだりしたのは香蓮でしょ？　挿れたら……動かないと──」

「ぁああっ……！」

　私の制止を無視して、琉偉くんが薄く笑みながら律動をはじめる。入り口に近い場所が擦れるように、剛直を半分ほど押し込んでは先端ぎりぎりまで引き抜き、また押し込む。お腹の内側をえらの張った部分で引っかけるイメージで刺激されると、下肢が甘く気怠い感覚に支配されていく。

「あんっ！　んんっ……やぁあっ……！」

「抜こうとすると……香蓮のなかが、行かないでって行ってるみたいに、絡みついてくる……本当、すぐにでもイっちゃいそうだな」

　快感に声を震わせながら、琉偉くんがつぶやく。

「──でも、一緒にイきたいから、頑張ってみるね……香蓮も早くイけるようにしてあげる」

「ひぅ、ぁはぁっ！」

　強い悦楽に耐えるかのように奥歯を噛み締めながら、琉偉くんが腰を深く打ち付ける。最初は少しずつ小刻みに。たまに大きく、力強くピストンして緩急をつけながら、一方で秘裂に埋まる敏感な突起を探し出し、くりくりと捏ね回す。

「そこ、いじったら──感じすぎちゃ、ぁあっ……！」

　──気持ちいいところを同時に、なんてっ……！

　神経をじかに触られていると錯覚するほど強い刺激を重ねられ、私の快楽のボルテージを一気に高めていく。

「感じすぎないとイけないからね。……僕、けっこうっ……いっぱいいっぱいなんだ……油断すると、またっ……出ちゃいそうだから……」

　だから私をいち早く絶頂の一段手前まで連れていく必要があったのだろう。

　琉偉くんの責めは容赦がなかった。奥深くを無遠慮に穿ちながら、秘芽を転がし、息つく暇のない悦びを強制的に与えてくる。

「香蓮、すごくイイよ……本当にもう、余裕ないっ……！」

「私もっ……なか、擦れるの気持ちよくてっ……おかしくなっちゃうっ……！」

　逃げ場がない、悦楽の拷問。奥を突かれれば突かれるほど──秘芽を嬲られれば嬲られるほど、お腹の底から途方もない悦びがせり上がってくる。

「なら、おかしくなってよ……香蓮が乱れてるところっ、見てみたいな──」

「ぁあ！　やぁんっ！」

「いいでしょ？　僕たち、恋人同士なんだから。そういう姿、見せ合っても」

　お互いの熱が混じり合い、エロティックな芳香を放つ。激しすぎる律動により、さっきまで琉偉くんの象徴を扱いていた膨らみがぶるんぶるんと揺れるくらいに、激しく揺さぶられる。彼の額や顔から噴き出す汗が頬や顎先を滴り、私の肌にぽたぽたと落ちた。

　琉偉くんなら、どんな私をさらけ出しても受け入れてくれるのだろう。ならば私も、彼のすべてを受け入れたい。

「好きだよ、香蓮……！」

「琉偉くんっ……」

　琉偉くんが私の身体を起こすべく、つながったまま腕を引いた。彼の太股の上に乗り上げ、抱きしめ合うような形になる。

　彼の顔を間近で見つめることができるこの体勢を、密かに気に入っている。こうしていると、大好きな琉偉くんとキスしながらつながることができるから。

「む、んぅ……」

　お互いの想いの強さを示すような、熱くて甘いキス。舌先の触れ合う感触は何度味わってもゾクゾクして、離れるとすぐにまた追いたくなってしまう。

「んっ──んんっ……！」

　舌を遊ばせ、唾液を交換し、脳が溶けてしまいそうな愉悦に溺れる。その間も、私のお腹のなかを琉偉くんの欲望が搔き混ぜている。自分の体重が加わったせいで、最奥に響くような甘美な刺激が絶えず与えられ──この凄まじい快哉を享受することしかできなくなる。

「そんなえっちな顔して……どれだけ僕を煽れば気が済むの？」

　唇を離した琉偉くんが、息を乱し、私の腰を引き寄せるように強く抱いて言った。より深いところでつながると、勃ち上がった胸の先や顔を出した秘芽が彼の身体にぐぐっと押し付けられて、さらに気持ちいい。

「はぁっ、ぁあんっ……」

「香蓮、かわいい……僕の香蓮っ……！」

　琉偉くんにとっては、抽送しづらい体勢なはずなのに、高まる興奮のためか勢いは衰えることがなかった。むしろより力強いストロークで、滾る剛直を最奥に向かって突き入れてくる。

　──感じやすいところ、全部当たるっ……このままじゃ、私──！

「琉偉くん、だめぇっ……も、イくっ……イっちゃうぅっ……！」

「いいよ、イこう──最高に気持ちよくなって蕩けた顔っ……僕に見せて」

「あはぁああっ！」

　下から突き上げるリズムがさらに加速する。無意識に下腹部に力を入れてしまうと、隘路が狭くなるのかそれが呼び水となり、さらに一段階抽送の間隔が短くなる。

「琉偉くん、琉偉くんっ……！」

　気持ちいいのが止まらない。激しくなる喜悦が怖くなり、愛おしい彼の名前を呼びながら、しがみつくみたいに背中に手を回す。

「香蓮っ……！」

　意識が飛びそうになりつつ、名前を呼ばれて彼の凛々しい顔に視線を向けた。

　アンバーの瞳に私が映っている。愉悦に浸り、我を忘れたような顔をしている私。

　──琉偉くんに愛されている私。

「ぁああああああっ……!!」

「ぅ、あっ……!!」

　ひと際深く貫かれた瞬間、私は身体を弓なりにしならせて上りつめた。私のなかがぎゅっと琉偉くんを締め付ける。それを合図に、彼も避妊具越しに吐精した。

　直後、琉偉くんは体力使い果たしたとばかりに私を抱きしめたまま、ベッドに倒れ込む。

　触れ合う身体が熱い。たった今、私のなかで果てたばかりの身体。激しい鼓動を肌で感じる。

「……香蓮」

　ひとしきり彼の荒い呼吸音を聞いたあと、私の名前を呼ぶ声にそちらを向いた。微笑む彼が、身体を起こして口づけを落としてくれた。

　薄い唇はやはり熱くて、甘くて──なのに、私を安心させてくれる。





　◆◇◆






「まだ起きてるの？　香蓮」

　寝付けずにいちどバルコニーで風に当たろうと思った。ベッドに横たえていた身体を起こすと、となりで眠っているはずの琉偉くんに声をかけられる。

「うん……あの、疲れてはいるんだけど」

　琉偉くんの彼女になった。その高揚感と強い安堵感で、神経が高ぶっているせいなのかもしれない。

「身体、無理させちゃったかな。……ごめん。反省してる」

　優しい彼は、自分が原因だと考えたらしい。私はすぐに「ううん」と首を横に振る。

「そんなことないよ。……その、そんなに求めてくれるの、うれしかったから」

「……そっか」

　彼も身体を起こした。お互いベッドに座ったまま、向き合う形になる。

「……琉偉くんも眠れないの？」

「うん、ちょっと考えごとしてて」

「考えごと？」

　琉偉くんが軽く前髪を掻き上げながらうなずく。

「香蓮の言葉を思い出してた。心変わりされるのを想像すると、怖い──不安だ、って」

「ごめん。私、琉偉くんのこと、最初から疑ってかかってたとかじゃないんだけど……」

「わかってる。責めたくてそう言ってるんじゃなくて……解決法を考えていた、というか」

　琉偉くんを傷つけたかもしれないと危ぶんで謝罪の言葉を口にすると、彼は片手を前に突き出してそういう意図はなかったことを示した。

　少しの間。その手を顎に当て、静かに切り出す。

「いっそ、君の不安が拭えるなら、どうやったって孤独に戻れないような手続きを先に済ませるのもアリかな、と思うんだけど、どう？」

「……？」

　どういう意味だろう、と考える。けれど、すぐに答えにたどり着くことができなかった。

「わからない？　ずっとふたりで過ごすっていう手続き」

　まったくピンときていない様子の私に、彼はクイズのヒントを出すみたいな言いかたで、小さく首を傾げる。……ずっとふたりで過ごす。手続き。

　──それって……！

「えっ、それ、それって……けっ、こん？」

「うん」

「そっ、そんなっ。まだ早いよ」

「そうかな？」

「私たち、まだ付き合ったばかりだし……結婚って、一年とか、二年とかお付き合いした人たちがするものなんじゃ……？」

　結婚なんて一生しないだろうと思っていたから、頭上に稲妻を落とされた気分だった。

　彼と言葉を交わす間も、これはプロポーズなんだろうかとか、夢を見ているんじゃないかとか──様々な思考が駆け巡る。

「タイミングは当人たち次第だよ。決まってるわけじゃないから」

　どこか異国の雰囲気をまとう整った顔立ちを、柔らかな笑みが彩る。彼に手招かれ、抱き留められた。頭の片隅で、躊躇なく彼の胸に飛び込めるようになったのはいつからだっただろうと考える。

「結婚しても、ふたりきりの時間は思う存分得られるよ。僕たちによく似た天使を授かるまでのあいだ、恋人みたいに甘い時間を過ごそう」

　──私と琉偉くんの子ども。いったいどんな子なんだろうか。……会ってみたい。彼と三人、手をつないで歩く未来をイメージすると、心がぽかぽかする。

「で、香蓮の気持ちを聞かせてくれる？」

「……もちろん。断るわけないよ。ずっと琉偉くんと一緒にいたい」

　琉偉くんの背中を抱きしめながら、私は素直な気持ちを告げた。

「一生、香蓮を守るよ。君は僕のヒロインだから」

　薄闇のなかを歩くようだった私の物語は、彼と再び出会うことで──最高の結末へと向かって行くのだろう。

　彼の腕のなかで胸が疼くような甘い台詞を聞きながら、この人をいつまでも愛し、愛されたいと願ったのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。小こ日ひ向なた江え麻まです。

　このたびは、『再会した敏腕社長は溺れるほどの愛を囁いて　～帰国子女な同級生の一途すぎる求愛～』をお読みいただき、まことにありがとうございました！

　ハーフの帰国子女×脱！地味子の恋愛でしたが、お楽しみいただけましたでしょうか。

　ハーフ、さらには帰国子女、という響きに特別感を覚える私です。バイリンガル、トリリンガルのヒーローはいいですよね！　作中はあまりそっち系の素敵ポイントを追求できなかったのですが、デキる男性感が高くて憧れの対象だよなぁ……と思っております。

　地味子がどんどん洗練されていく設定は、私の大好物なので書いていてとても楽しかったです。私の書籍デビュー作（他社様ですが）も普通の女子がキレイになっていく……みたいな設定を含んだお話でした。見た目が変わることによって、それが本人の自信になって、行動が変わっていく、ヒーローとの恋愛に向き合えるようになっていく、というのが好きなんだと思います。まさに今作のような形ですね。

　自分は脇役にすらなれない、まったくスポットライトが当たらない存在と思っていた香蓮ですが、山野辺くんのアドバイスもあり、変化を受け入れる勇気を持ったことがきっかけとなり、憧れの的である山野辺くんのヒロインになることができました。

　この山野辺くんですが、遊んでいそうな見た目に反してなかなか一途です。二十代後半に差しかかってもなお中学の同級生が忘れられないとは、ピュアですよね。どうしても香蓮と再会したいがために、使える手段はすべて使って居場所を突き止めるという探偵ばりの動きをしていますが、それも彼の愛情の大きさなのでしょう。そこまで懸命に探してくれたのだから、ずっと大切にしてくれるはずです。

　最後になりましたが、担当さま、編集部のみなさま、いつも丁寧にご指導いただきましてまことにありがとうございます。また、カバーイラストを担当してくださいましたさばるどろさま、しっとりした色気の漂う素敵なふたりを描いていただき、まことにありがとうございました。山野辺くんのイケメンっぷりももちろんですが、香蓮のうっとりした表情がかわいくてとっても素敵です！

　そして、この作品をお読みいただいてるみなさまにも、大変感謝いたしております。感想などお寄せいただけますと大変励みになりますので、よろしければお願いします！

　ではでは、またお会いできますように！






小日向　江麻
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